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盛岡市には古くは l万年目、上も昔の縄文時代草創期の遺跡から、新しくは岩

手公園の盛岡城跡に代表される江戸時代の遺跡まで、約500ケ所の遺跡が確認

されています。これらの遺跡の大半は地下に埋もれているもので、「埋蔵文化財」

として扱われていますが、昭和40年代以降の急、激な市街化や大規模開発の波に

押され、破壊・消滅してしまったものも数多くあります。

当市において文化財保護の立場から発掘調査事業が本格的に行われる以前の

昭和40・41年に、岩手大学と盛岡市公民館(現盛岡市中央公民館)が共同で中

津川地区の永福寺山遺跡において学術調査を行いました。その結果、現在でも

盛岡周辺では発掘例が少ない弥生時代終末~古墳時代初頭の遺構・遺物が発見

され、調査当時より該期の貴重な資料と評価を受けておりました。遺跡はその

調査直後に宅地造成のため大部分が消滅しておりますが、今回の報告書刊行に

より遺跡の価値が再認識され、盛岡の歴史を語る上で貴重な資料になるものと

思われます。

最後になりましたが、当時岩手大学教授として発掘調査を御指導下さった故

草間俊一先生の御冥福をお祈りするとともに、調査資料の収集に御協力下さった

関係者各位に厚く御礼申し上げます。
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本書は、盛岡市山岸に所在する永福寺山遺跡において、昭和40・41年に行われた発掘調査

の報告書である。

当遺跡の名称、については、過去に「永福寺裏山遺跡、」の名称も用いられたが、本書では市

登録の「永福寺lli遺跡」の名称を用いるものとする。

本書は、岩手大学、棒、岡市中央公民館、岩手県立博物館等に保管されていた発掘調査資料、

採集資料をもとに作成しており、所在不明の資料については過去の報告等を参考とした。

本書の作成にあたって用いた資料の現状は本文中に記した。

本書l土、主に弥生時代終末期から古墳時代前期の遺構・遺物についての報告であり、縄文

時代の遺構・遺物についての詳細は別途報告予定である。

遺物の図版l土、土器は1/2スケール、石器・石製品は2/3スケール、鉄製品は1/2スケール

とした。

本書の編集は、盛岡市教育委員会丈化課津嶋知弘、神原雄一郎、黒須靖之、武田良夫、

八木光則、似内啓邦、室野秀文、菊池与志和、藤岡光男、三浦陽一、太同代由美子、佐々木

真史が協議して行い、津嶋、神原、黒須、武田が執筆を担当した。

資料の借用については、岩手県立博物館に御協力を賜った。また、報告書作成にあたり、

下記の方々より御助言、御協力を賜った。記して謝意を表する。

(五ト音}II買、敬称略)

青木誠、荒井隆、荒井世志紀、井上雅孝、日下和寿、佐藤嘉広、高瀬克範、高橋信雄、

辻秀人、富永勝也、美幌博物館、藤沢敦、福田裕二、宮宏明、村田大

整理作業補助員(五十音}II買)

芦垣直樹、天沼芳子、泉山紀代子、内山陽子、鹿野奈保美、鎌田アエ子、北村尚江、

小松愛子、佐々木泰子、下平喜代美、庄司民子、白津和子、高橋ツヤ、竹花栄子、中島京子、

平野淑子、藤田友子、藤津幸子、藤原政人、藤原美知子 三浦栄美、三上良子、水野彰子、

村山伊津子、吉田貴美
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I 遺跡 の 環境

1 .遺跡の位置と庖辺の地形

永福寺山遺跡は、盛岡市街地の東部、山岸三丁目(当時は山岸宇中村) ・下米内字寺並地内

に所在する(第 1図)。

盛岡市周辺は地質構造上、北上帝の主要な境界である早池峰構造帯の西縁部にあり、北部北 地質構造

上帝と南部北上帯の双方を含む地域となっている。北部北上帯に属する山地では中起伏山地の

外山山地、低起伏山地の玉山山地が位置し、南部北上帯に属する山地では、中起伏山地と小起

伏山地の双方で構成されている手代森山地が位置する。その両者にはさまれた早池峰構造帝に

属する山地は先第三系からなる北上山地の西縁部にあたり、北上川の近くにまで追っており、

高森山(626m)を中心とする高森山山地と、朝島山(607m)を中心とする朝島山山地の中起伏山

地、さらにその西につづく大日向山山地、岩山(341m)や大森山(381m)を含む建石山山地など

の小起伏山地および四十四回正陵で構成されている。

また盛岡市街および周辺地の平坦部の地形は大きくは 3区分され、ひとつは北上川以西雫石 雫石川以北

川以北で、岩手山の火山活動に伴う火砕流堆積物が火山灰砂台地(滝沢台地)を形成し、沖積

平野はあまり発達していない地域である。縄文時代草創期・早期を主体とした大新町遺跡、縄

文時代中期を主体とした大館町遺跡などが所在し、平安時代の集落跡も複合している。またひ

とつは北上川以西雫石川以南で、雫石川の影響による沖積段丘(砂疎段丘III)が広がっており、 雫石川以南

奈良・平安時代の集落跡が各所にみられ、 9世A紀初頭に志波城が造営された地域である。さら

にひとつは北上川以東でその支流となる中津川・築川流域に発達した低位段正(砂疎段丘田)・ 北上川以束

中位段丘(砂蝶段liII)の地域がある。両流域は建石山山地を開析しながら西流し、山地を出

た地点から沖積段圧を形成して北上川と合流する。したがって一部を除き上~中位段正(渋民

火山灰層上部以上をのせる砂磯設liIと分レ火山灰層をのせる砂喋段丘立)があまり発達せて

小起伏山地 .li陵地Eが低位段丘・氾i監平野と接している(第2図)。

本遺跡は、大日向山地南西端の、中津川にはり出した舌状丘陵の頂部付近に立地し、南を流 立地

れる中津川からの直親距離は約200m、比高差は約30mある。遺跡の所在する丘の南裾に真言宗

永福寺があり、正の通称である「永福寺山」はこれに由来する。この寺は藩政時代に盛岡藩主

の崇敬があっかった寺院として著名である。発掘調査当時、遺跡はほぼ全面が畑地となってい

たが、北側の浅い谷にはリンゴが植栽され、そこに続く斜面は牧草地として利用されていた。

遺跡周辺も畑地と水田が続く郊外の風景が展開していたが、昭和40年代から市街化が進行し、

現在遺跡とその周辺の大半が住宅地に変貌している。
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?周辺の遺跡

中津川流域 遺跡の所在する中津川流域では、特に支流の米内川との合流点付近に多くの遺跡が分布して

いる。合流点の北側には落合遺跡があり、縄文時代後期の配石遺構、縄文時代後期・晩期の土

壌群、中世の集落跡などが調査されている。また南側には柿ノ木平遺跡があり、縄文時代中期

大木8b式期の集落跡、平安時代の集落跡などが確認されている。また、柿ノ木工F遺跡、の南には

縄文時代中期の集落跡と考えられる稲久保遺跡が存在したが、住宅団地造成によりほとんど未

調査のまま消滅している。合流点から米内川を少し遡ると稲荷杜前遺跡、大立門遺跡、熊ノ沢

遺跡などがあり、熊ノ沢遺跡からは縄文時代早期・前期の土器が、稲荷社前遺跡からは縄文時

代中期・後期、弥生時代の土器が出土している。また米内川上流域においても畑井野遺跡、上

米内遺跡など多くの遺跡が分布し、上米内遺跡では縄文時代中期大木8b式期の集落跡が確認さ

れている。中津川上流域においては、八木田 I~V遺跡が大規模に調査され、縄文時代前期の

大集落と縄文時代中期~晩期、平安時代の集落が確認されている。また、大葛遺跡では縄文時

代後期の小集落が調査されている。

四十四田丘 遺跡の西方、四十四田正陵南端部にも多くの遺跡が分布し、歳ノ神遺跡、新茶屋遺跡、からは

陵南端部 縄文時代早期の土器が出土し、銭神沢遺跡からは縄文時代晩期、弥生時代後期の土器が出土し

ている。

第1函永福寺山遺跡の位置 (1:50，000) 

2-



j j;:::¥ 
。 1 : 50，000 

2 km 

巨富叩山地
阪::劉扇状地および

崖錐性扇状地 じ与主主l(低イ立政主) .縄文時代

。縄文時代一古代
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氾濫平野 。古代

口中世・近世

凹丘陵地I 回 一II(中位段丘)

第2函 地形分類と周辺の遺跡分布
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試掘調査

E 調査の 経過

1 .調査に至る経緯

昭和38年春、岩手大学教授草間俊一と盛岡市公民館吉田義昭が盛岡市オミ坂遺跡の発掘調査

を行い、弥生土器が出土したことが報道された。当時、永福寺山において遺物を採集していた

武田良夫は、その土器片が同じく弥生土器に該当するのではないかと考え、採集した土器片を

盛岡市公民館に持参した。吉田は、そのうちの何点かが北海道で出土する後北式土器であると

考え、慶応大学教授江坂輝弥に拓影を送ったところ、その土器が確かに後北式土器であること、

北海道に分布の中心を持ち、青森県の下北半島などに数カ所出土した遺跡のあることが報告さ

れ、岩手県でも県北の軽米に出土例があることがわかった。

昭和38年秋、吉田義昭、武田良夫、名久井文明は、永福寺山の頂上部分で遺物が最も濃密に

分布している地点において、 2mX2mの範囲の試掘調査を行った。表土は薄く、 30cm程で、地

山に達したが、楕円形をした土墳墓が1基検出され、その北側上面には、小形の壷形土器があ

たかも供えられるように置かれていた。この土器は現在、所在不明であるが、大きさは野球ボ

ール大で全面がヘラミガキされ、内外面が赤彩されていた。底部には穿孔があり、口縁部が欠

損しているものの、ほほ完形に近かった。

その後、江坂教授の勧めもあり、岩手大学と盛岡市公民館による発掘調査が計画され、昭和

40年春から実施のはこびとなった。そのため、武田は何度も遺跡を訪れ表面採集を行い、発掘

調査地点の選定を行った。正の長軸に沿って、東西のほほ全面に終末期の弥生土器が散布して

いたが、頂上付近40mX30mの範囲には後北式土器と古式土師器の破片が発見された。散布の

多いこの地点からは、アメリカ式石鹸5点、管玉2点、鎌らしい鉄片も採集することができた。

2.調査の概要

調査期自

第1次調査

第2次調査

第3次調査

調査方法

昭和40年 3月29日 - 4月 2日

昭和40年11月 5日 - 11月10日

昭和41年 4月 6日 - 4月11日

l次調査では 3本、第2次調査では 2本、第3次調査では11本のトレンチを設定し、遺構の

検出された部分は拡張して調査を行った。調査面積は合計約400m
2で、ある。
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1次調査

調査体制

発掘調査担当者

岩手大学教授草間俊一

発掘調査参加者

盛岡市公民館吉田義昭 盛岡郵便局武田良夫

岩手大学学生相内康子荒武文石丸史-f 泉恵チ及川和+小野寺章川又正則

久保泰熊谷久熊坂覚小坂重勝近藤君代斎藤哲菅原弘子

中村知代花石郁子原総子人首育子山本誠

盛岡市公民館吉田達夫

調査経過

第1次調査は、遺物の散布の多い頂上付近にトレンチを入れることから開始された。層位の

状況は、耕作により撹乱された表土(I層)が10~20cmあり、腐食土を含み黒色を呈していた。

その下位に、黒褐色で下層ほど黄色を増す層(1I層)があり、 10~20cmで、地山に達していた。

発掘調査開始後間もなく、勾玉が出土し、試掘調査ですでに確認されていた土壌墓4 (2号

竪穴)に並ぶように土墳墓 5 (3号竪穴)が検出され、北側の端が縄文時代の陥し穴と重複し

ていた。当時は陥し穴という遺構の認識がまだなく、遺物の出土もなかったことから不明なま

まであった。そして土墳墓3 (1号竪穴東)の底面に近い部分からは万子が出土し、土墳墓1

( 6号竪穴)の北側の小ピットからも鉄鎌が出土した。

2・3次調査 第2次調査では、第 I次調査地点付近あるいはトレンチの延長線の遺構の有無について、ま

た第 3次調査ではそれ以前の調査で対象とされなった地点についても調査を行った。出土遺物

の量から言えば、回を重ねるごとに減少していった。

調査後の経過

発掘調査は、当時の新聞やテレピで報じられ、盛岡市公民館では遺物の洗i争・接合が行われ

た。その後、草間俊一・吉田義昭は各機会をとらえて発掘成果を発表し、昭和41年10月に北上

市で開催された日本考古学協会大会では会場で出土遺物が展示され、研究者の注目を集めるこ

ととなった O そのため報告書の刊行が計画されたものの、発掘記録の多くが所在不明となり、

また外部の展示に貸し出された遺物が行方不明となるなどの事態が起こったため、報告書作成

は1~折してしまった。

そして、第3次調査の 4年後の昭和45年、発掘調査地点を含む遺跡の大部分は住宅団地の造

成により大きく削平され、消滅した。
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1 .永福寺山遺跡をめぐる研究史

永福寺山遺跡の採集資料が紹介されたのは、吉田義昭(1963)によるものが最初である。吉田

は、武田良夫とともに採集した土器片13点の拓本を図示し、江坂輝弥により「後北C式土器」

であることが確認されたと報告している。また、それらの土器と同時に採集された細い撚糸丈

のある土器片については「当地方に広く分布発見されている続縄文土器の破片」と述べている。

この報丈がきっかけとなり、 1965・66年(昭和40・41年)に 3次にわたる発掘調査が行われた

が、その発掘成果・出土遺物については、様々に公表されることとなった。

吉田義昭・武田良夫(1970)は、後北式土器の出土した盛岡周辺の遺跡を紹介する中で、永福

寺山遺跡の発掘成果を「数箇の墓拡状の竪穴とその内外から江別皿式土器、五領式に併行する

と思われる古式土師器、勾玉、鉄鎌、その他天王山系の弥生式土器、縄文中期の大木式土器の

破片が出土した」と述べ、後北式土器の拓本2点を図示している。そして、出土した「江別E

式」土器片と「五領式に比定すべき」土師器片については、「伴出している」としながらも「

副葬品か否かまたはセットの関係などが判明していない」ことから「発掘に立合った者達」は

「その相互の年代に大きな差はないだろうと考えている」と慎重に表現している。

その後、吉田義昭(盛岡市中央公民館1972)は永福寺山遺跡について、後北式土器片10点、鉄

器3点、土壌墓1基の写真を掲載し、土師器編年表において岩手の「永福寺山 IJ を宮城の「

塩釜」、南関東の「五領・前野町式」と、「永福寺111II J を「南小泉」、「和泉式」と並行させて

いるが、その詳細は説明されていない。

武田良夫(1978)は、永福寺山遺跡採集の弥生土器の拓本25点を図示し、「交互刺突丈、沈線

丈、撚糸丈が特徴的な天王山式土器に後続する型式のもの」で、「アメリカ型石鍛を伴出する」

と述べている。また発掘調査の成果については、後北式土器9点、土師器7点の写真を掲載し、

「後北式土器と土師器」が「天王山系土器とは散布範囲を異にしていた」と述べ、土師器につ

いては「頚部に刻日ある隆帯をめぐらした歪形土器」を「塩釜式」に、「器面を箆磨きされた」

ものを「南小泉式」に比定し、「後北式がどれに伴うものか、或いは前後するものか断定する

までにはいたらなかった」と述べている。

また高橋昭治・武田良夫(1982)は、岩手県内における後北式土器出土遺跡の集成と考察の中

で永福寺山遺跡の発掘成果にふれ、検出された土墳墓について底面の長軸方向の両端に浅い柱

穴があったこと、また周囲にも柱穴らしいものを持つものがあることから、「屋根状構造物」

を想定している。また、遺物については後北式土器2点、古式土師器2点の拓本を図示し、土

師器については、

「第一類 円形浮丈、棒状浮丈をもっ壷形土器、刷毛目痕の明瞭で頚部に睦帯のある整形土器J
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「第二類 箆磨きの痕の顕著な査、高杯」

「第三類一、二類の中間的なもの」

の3つに分類し、「第一類」を「五領式に並行」、「第二類」を「和泉式に並行」とした。そ

して「棒状浮丈のある壷形土器と、頚部に隆帯ある歪形土器」の隆帝がともに「断面三角形を

呈しその上に刻日を施している」ことから「後北式土器に施された手法そのままであり、土師

器が製作される際、その手法を借用したもの」と考え、「後北C2式土器は五領式の土師器に並

行する可能性が高い」と述べている。

主上のような、当時の発掘調査関係者によって公表されたもの以外にも、発掘資料が掲載さ

れている丈献がある。

伊東信雄(1974)は、永福寺山遺跡出土のものとして「複合口縁で、その下端に円丈貼付けを

有する」土師器1点、「後北C式土器J 8点の写真を掲載し、「その出土状態をすなおに解釈

するならば赤穴式土器と後北C式土器とこの土師器とは同時存在であって、四世紀の土師器が

盛岡地方にはいって来た時には、その地方ではまだ赤穴式土器が使用されており、しかも同時

に北方からは後北C式がはいって来たと認めざるを得ない」と述べている。

新田賢(水沢市教委1978)は、永福寺山遺跡出土の土師器42点、鉄器3点、勾玉l点の写真を

掲載し、高山遺跡出土土師器との比較検討を行っているが、「掲載した写真図版の多くは保管

場所が不明であり、実際に検討することができなかった」と述べている。そして草間俊ーより

「古式土師器と後北C式などの共伴関係を示す資料はなく、むしろ、遺構として確認された士

墳跡に後北C式が伴なう」との教示を受けたことを述べている。

~I生尚 (1978) は、永福寺山遺跡について、草間俊一提供の古式土師器33点、後北式土器13点、

勾玉 1点、鉄器3点の写真を掲載している。

また高橋信雄(1982)は、永福寺山遺跡出土土器の再検討を行う中で、後北式土器と土師器の

共伴関係について「遺物の出土状況からして共伴する可能性は強いと考える」と積極的に評価

し、土師器については「塩釜式」と「南小泉E式」の '2つの時期に分けて考えるべき」と指

摘している。また「後北C2式」の土器群については断面観察から、 Aタイプ(断面が黒色で表

面のみ黄褐色、胎土は粗で薄手)と Bタイプ(断面が褐色から赤褐色、胎士は密で土師器と酷

似し、厚手)の 2つに分類し、「施文法でも若干の相違が認められる」としている。そして永

福寺山遺跡でのみ両タイプが混在し、土師器も 2つの時期があることから、それらが対応関係

にある可能性を指摘し、 A、Bタイプを時間差とする考えを示した。

中村五郎(1982)は、「永福寺山出土の江別式土器にみられる隆帯と古式土師器の棒状浮丈」

について「稜のある断面三角の隆帝をつけ、さらに細い刻目を加える」という「技法の共通点」

を指摘し、「江別式」と「塩釜式」が並行し、実年代は 4世紀という考えを示している。また

その後、永福寺山遺跡出土の円形浮丈のある壷については「畿内地方の庄内式」並行としてい

る(中村1992)0

以上のように、永福寺山遺跡の発掘成果・出土遺物は多くの研究者によって公表・紹介され、

重要な指摘がなされてきたものの、正式な報告書が刊行されなかったこともあり、その実態が

あまり明確でないまま評価されてきたと言えよう。近年では、増加しつつある該期の遺物・遺

構の調査例を基に、土器群の編年関係を検討する考察が提示されてきている。
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斎藤邦雄(1993)は、岩手県内出土の後北式土器、終末期弥生土器の検討を行う中で、「古式

土師器との関連を否定するものではないが、現状では当地に見られる後北C2・D式土器は在地の

弥生終末期土器群との関わりの中で存在し、その関係はむしろ古式土師器との関連よりも強い

と考えられる」と述べ、「天王山式相当段階」と「後北C2'D式前半段階」、「赤穴式相当段階」

と「後北C2'D式後半段階」をそれぞれ並行関係におく考えを示している。

上野秀一(1992)は、北海道内出土の終末期弥生土器と東北地方出土の終末期弥生土器とを比

較検討し、道内の層位的共伴関係から、「天王山式期」に後続する「福島県の編年でいう踏瀬

大山式から十王台式に対応する時期」に「後北C2-D式前半期」が並行するという考えを示して

いる。

また、石井淳(1994)は、永福寺山遺跡の出土例からは「後北式土器と古式土師器との明瞭な

共伴関係を証明することは不可能」と述べ、その他の研究成果から、後北C2-D式土器、「天王

山式土器群」最終末、庄内式から布留式、を並行関係としている。

しかし、現在においても永福寺山遺跡の発掘成果が貴重なものであることは確かであり、現

状での資料の提示と検討により、終末期弥生土器・後北式土器・古式土師器の出土状況や共伴

関係、検出された土壌墓の実態などを明確にすることは、該期研究に必要不可欠と考えられる。

2.資料の整理

昭和40年・ 41年に行われた永福寺山遺跡の発掘調査における出土遺物、図面、記録、および

表面採集遺物は、盛岡市中央公民館、岩手県立博物館、岩手大学、武田良夫により分散して保

管されていた。今回の報告書作成にあたり可能な限り資料収集を行ったものの、発掘調査から

約30年を経過していることから所在不明の遺物や図面がある上、当時の図面・記録も卜分でな

く不明な，9，も多いことから、遺物・図面・記録の現状、資料の問題点と報告の方針を明確にす

る必要があると考えた。

遺物の現状

永福寺山遺跡の発掘調査における出土遺物、表面採集遺物については、盛岡市中央公民館と

岩手県立博物館に保管されており、それぞれの内訳は次のとおりである。

盛岡市中央公民館 1・2次調査出土遺物、 3次調査出土遺物、武田良夫採集遺物

岩手県立博物館 3次調査出土遺物、武田良夫採集遺物

しかし、これらの資料を整理した結果、過去に永福寺山遺跡出土として写真等で公表されて

いる遺物の一部が所在不明となっていることが確認されたO 特に円形浮丈のある複合口縁の壷

の口縁部破片、 S字状口縁をもっ台付蓋の口縁部破片、口頚部を欠く小形丸底鉢の半完形品、

万子など(伊東1974，7J'(沢市教委1978，国生1978)重要な遺物の所在が不明となっている。

今回整理することができた発掘資料の状態は次のとおりであった。

盛岡市中央公民館保管遺物 一 土器・石器:水洗・注記済(一部注記なし)

鉄器:保存処理済，注記なし
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勾玉:水洗済，注記なし

土器・石器:水洗・注記済岩手県立博物館保管遺物

その注記の内容を検討すると次のようにまとめられる。これらの遺物について、

盛岡市中央公民館保管 1・2次調査出土遺物

発掘調査の月日を示すと考えられる数字

現場でのトレンチ・グリッド名を示すと考えられるアルファベットと数字

現場での遺構名・番号を示すと考えられる記述

遺物包含層の層位を示すと考えられるローマ数字

盛岡市中央公民館保管3次調査出土遺物

発掘調査の年月日を示すと考えられる数字

現場でのトレンチ・グリッド名を示すと考えられるアルファベットと数字

現場での遺構名と考えられる記述

岩手県立博物館保管3次調査出土遺物

遺跡の略号と調査年を示すと考えられる記述

現場でのトレンチ・グリッド名を示すと考えられるアルファベケトと数字

現場での遺構名を示すと考えられる記述

図面・記録の現状

当時の図面・記録については武田良夫によって保管されており、内訳は次のとおりである。

2枚

1枚

1~3 次調査のトレンチ・遺構配置の平面図(方眼紙，平板測量， 1/100) 

1・2次調査検出の土壌墓4基と陥し穴の平面図(方眼紙，平板測量，1/20)

1・2次調査検出の土墳墓6基と陥し穴の断面図(方眼紙， 1/20) 5枚

1・2次調査のトレンチの土層断面図(方眼紙， 1/20) 2枚

1枚3次調査検出のフラスコ形土墳・焼土・柱穴群の平面図(方眼紙，平板測量，1/20)

3次調査Aトレンチ検出のフラスコ形土墳の土層断面図(方眼紙， 1/20) 1枚

3次調査Bトレンチの土層断面図(方眼紙， 1/100) 1枚

3次調査Cトレンチ検出の土墳の断面図(方眼紙， 1/20) 

3次調査Dトレンチ検出の竪穴住居跡の断面図(方眼紙， 1/20) 

3次調査Fトレンチ検出の土墳・柱穴の断面図(方眼紙， 1/20) 

3次調査Gトレンチの土層断面図(方眼紙， 1/20) 1枚

①をトレース・色分けした平面図(トレーシングペーパー， 1/100) 

②をトレースした平面図(トレーシングペーパー， 1/20) 1枚

3次調査Aトレンチ検出フラスコ形土墳のトレースした平面図・土層断面図(トレーシ

ングペーパー， 1/20) 

調査日誌:昭和41年4月6日， 8日， 9日， 10日， 11日の計5日分(第3次調査)

写真:土墳墓を撮影したモノクロ写真プリント 2枚(どの土墳墓かは不明)

3枚

3枚

11文

1枚

10 

1枚

図面

①

②

③

④

①

⑥

⑦

③

⑨

⑮

⑪

⑫

⑬

⑪

 



資料の問題点と報告の方針

.D)、上のような状況の資料を整理するにあたり、.l2J、下の点が問題となった。

① 1・2次調査検出の土墳墓のうち、 14号竪穴JI5号竪穴」の1/20平面図が存在しない。

② 1・2次調査検出の土墳墓・陥し穴、 3次調査検出のフラスコ形土墳以外の遺構について

は、 1/20原図が断片的もしくは全く存在せず、詳細が不明である。

① 盛岡市中央公民館保管遺物について、その注記から 1次、 2次調査出土遺物を区分するこ

とが難しい。

④ 1・2次調査における現場でのトレンチ名が平面図の平板測量原図に記入されておらず、

遺物の注記とトレンチ配置図の対照が難しい。

これらの問題点を受け、今回の報告書作成は以下の方針で行うこととした。

① 調査区全体図は1/100王子板測量原図・トレース図をもとに作成するが、当時の図の修正は極

力行わない。

② 遺構図は1/20平面図と断面図がある程度照合できる '1~ 3号竪穴」、 '6号竪穴」につ

いてのみ作成するが、当時の図の修正は極力行わない。その他については図面が断片的で詳

細も不明なため遺構図の作成は行わない。

③ 平面図における 1・2次調査のトレンチ名は，1・2次トレンチ 1J ~ '1・2次トレン

チ5J の名称を新たに与え、遺物の注記との関係は検討課題とする。

④ 平面図における 3次調査のトレンチ名は '3次AトレンチJ ~ '3次Kトレンチ」の名称

を用い、遺物の注記と対応するものとする。

① 土墳墓については、「土墳墓1~ 7 Jの名称を新たに与え、当時の名称とは以下のように

対応するものとする。

土壌墓1= 6号竪穴，土墳墓2= 1号竪穴西半，土墳墓3= 1号竪穴東半，

土墳墓4=2号竪穴，土墳墓5= 3号竪穴，土墳墓6=4号竪穴，土墳墓7= 5号竪穴

@ 縄文時代の遺構については「陥し穴J 'フラスコ形土旗J '竪穴住居跡J '焼土J の名称、

を新たに与え、遺物の注記との対応は検討課題とする。

τBよ114 



N 検出された遺構・遺物

1 .遺構の検出状況

3次にわたる発掘調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡1棟、陥し穴1基、フラスコ形土墳1基、古

墳時代の土墳墓7基、時期不明の土旗9基、焼土2基が検出された(第4図)。ほとんどの遺構は丘

陵の頂部付近に集中し、斜面部からは少量の土器が出土したのみである。また、正陵頂部一帯には弥

生時代終末期の土器片も散布していたが、発掘調査では該期の明確な遺構は検出されなかった。

2 縄文時代の遺構と遺物

永福寺山遺跡で、は、縄文時代の竪穴住居跡や土墳、焼土遺構が検出されていることが全体図からわ

かるものの、土墳墓5に切られる陥し穴と 3次Aトレンチで検出されたフラスコ形土墳の平面図・断

面図以外は詳細が不明である。

遺物については、ほほ調査区全域で縄文時代早期から後期までの遺物が出土している。縄文時代中

期の大木8a式が主体的であるが、少量ながら縄文時代早期の日計式、後期の門前式もみられる。

3 古墳時代の遺構

永福寺山遺跡からは、古墳時代の土墳墓が計7基検出されている(第 5・6図)。土墳墓の平面形

は北東 南西方向に長軸線をもっ楕円形で、正陵頂部南縁に北西方向から南東方向へ並列し、土墳墓

2、3が重複している。なお、以下の事実報告は当時の図面をもとに観察・計測等を行っており、土

墳墓の長軸椋は底面長軸両端に掘り込まれる一対のピット中央を通す線とした。

土瞳墓 1(6号竪穴)

位置土壌墓2の東側に隣接する 平面形楕円形

規模 長軸上端1.42m・下端1.39m、短軸上端1.14m・下端l.04m、深さO.81m 長軸線の傾き N18
0

E 

壁の状態ほほ直壁 底の状態平坦

ピット 長軸両端の壁直下より 2口のピット (Pl・2)が検出され、 Plは直径O.08m、深さO.19m、P2は直径

O.09m、深さO.21mである。

遺物の出土状況 土墳墓の北東側に近接するピット (P3) より鉄鎌が2点重なって出土
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土壇墓2(1号竪穴西半)

位置土墳墓1の東側に隣接する 平面形詰円形 新旧関係 当時は土墳墓3より新しいと認識

規模 長軸上端1.34m・下端1.34m、短軸上端1.14m・下端1.06m、深さO.84m 長軸線の傾き N310E 

壁の状態ほほ直壁 震の状態平坦

ピット 長軸両端の壁直下より 2口のピット (Pl・2)が検出され、 Plは直径O.17m・深さO.18m、P2は直径

O.14m.深さO.12mである。

土墳墓3(1号竪穴東半)

位置土墳墓4の西側に隣接する 平面形楕円形 新旧関係 当時は土墳墓2より古いと認識

規模長軸上端1.61m・下端1.54m、短軸1.22m以上・下端l.lom以上、深さO.61m

長軸線の傾き N22
0

E 壁の状態ほほ直壁 底の状態平坦

ピット 長軸両端の壁直下より 2口のピット (Pl・2)が検出され、 Plは直径O.13m、P2は直径O.llm・深さ

不明である。

遺物の出土状況 底面中央部付近より万子が1点出土しているが、現在は所在不明である。

土瞳墓4(2号竪穴)

位置土墳墓5の西側に隣接する 平面形楕円形

規模 長軸上端1.50m .下端1.14m、短軸上端1.20m・下端1.04m、深さO.62m 長軸線の傾き N360E 

壁の状態 ほほ直壁だが、長軸北東端に袋状ピットが掘り込まれる。

底の状態 北東から南西に傾斜し、底面はやや凸凹である。

a 
ト一一一 土境墓1 一-1仁一 土墳墓2

下一一一 土績墓3 J i 土境墓4
h 
寸

ト一一一一 土境墓5 一一一斗

。 1: 50 2m 
L 寸ーーナ一一 i 一一一__j

第 6 図土埴墓 1~5 断面図
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ピット 長軌北東端の壁より 1口の袋状ピット (Pl)、南西端底面より 1口のピット (P2)が検出されてい

る。 Plは北東端壁の上部より掘り込まれ、北西一南東幅がO.31m、壁からの奥行きはO.45mである。

P2は直径O.14m、深さO.12mである。

遺物の出土状況 試掘調査時に北側上面より土師器の小形壷が出土しているが、現在は所在不明である。

土墳墓5(3号竪穴)

位置土墳墓4の東側に隣接する 平面形楕円形 重複関係縄文時代の陥し穴と重複

規模長軸上端1.47m.下端1.31m、短軸上端1.12m・下端O.91m、深さO.64m 長軸線の傾き N580E 

壁の状態ほほ直壁 底の状態平坦

ピット 長軸両端の壁直下より 2口のピット (Pl・2)が検出されている。 Plは長軸O.58m・短軸O.38m、深

さO.23m、P2は直径O.lOm、深さO.14mである。

土櫨墓6(4号竪穴)

位置 1・2次トレンチ 3中央部 平面形楕円形?

規模長軸つ上端1.57m・下端O.93m、短軸不明、深さO.73m 長軸線の傾き不明

壁の状態外傾して立ち上がる 底の状態平坦

土墳墓7(5号竪穴)

位置 1・2次トレンチ 3中央部 平面形楕円形?

規模長軸?上端1.02m・下端l.oom前後、短軸不明、深さO.31m 長軸線の傾き不明

壁の状態ほほ直壁 底の状態平坦

ピット 長軸の一端より 1口のピットが検出され、壁をやや掘り込むことから袋状ピットの可能性が考えら

れる。壁からの奥行きO.04m、深さO.09mである。

土媛墓 l 土壊墓2・3 土撲墓4 土嬢墓5 土績墓6 土嬢墓7

I層不明|計 III層不明|計 II層不明|計 II層 H層不明|計|不明|計|上層下層不明|計

弥生土器

総計

10 

続縄文土器 I 11 12 11 21 28 1 54 13 31 1 118 

土師器 14 。114 1 2 9 1 11 1 E 6 15 32 1 53 1 6 1 6 1 6 12 6 1 23 1 112 

計 27 4 I 31 7 16 I 23 I 13 1 I 14 I 11 37 60 1 108 1 7 1 7 1 20 21 16 1 57 1 240 

第1表 土墳墓出土土器点数表

1・2次トレンチ 3次トレンチ
|総計

I I層 E層不明 言十 A B C D E F G H J K 不明 言十 | 

弥生土器 I 50 12 103 165 34 12 22 31 44 44 199 1 364 

続縄文土器 1126 56 1741356114 45 18 13 1 106 1 462 

土師器 162 78 292 1 5321 22 89 11 20 7 127 51 1 338 1 870 

言十 338 146 569 110531 42 168 31 44 43 189 12 108 1 643 1 1696 

第2表 卜レンチ出土土器点数表

-16-
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ι土壇墓出土遺物

土器(第 7-15図) 注記から土墳墓内出土と考えられる弥生土器、続縄文土器、土師器片は計 240点ある

が、いずれも小破片が多く、一個体を復元できるものはなかった。各土墳墓からの出土点数は第 1表

のとおりである。破片数なので一概に比較はできないものの、土墳墓5、7からの出土量が多いよう

である。弥生土器については、 トレンチと比べ出土比率が低いことから、混入と考えられる。続縄丈

土器と土師器はどの土墳墓においてもほぼ同じ比率で出土しているようである。

各土器の特徴等については土器観察表(第 3・4表)を参照されたい。

鉄製品(第26図1・2) 土墳墓およびその周辺ピットからは刀子1点、鎌2点の計3点の鉄製品が出土し

ているが、うち現存するのは鎌2点のみである。

万子は現在所在不明であるが、土墳墓3 (1号竪穴東)の底面中央付近から出土しており、水沢市

高山遺跡の報告書 (7J(沢市教委1978)には「現存最大長7.5cm、|幅1.3cmJ と記述されている。写真か

らは目釘穴が認められるが、詳細は不明である。

鎌は、土墳墓1 (6号竪穴)に近接するピットより 2点重なって出土している。 26図1は現存長が

12.5cm、最大部幅3.4cm、最大部厚0.6cmあり、直刃鎌で、一側面の上縁が万の切先状に尖り、中央部

27 

J 畏~ ~~~30 
31 

。 1 : 2 5cm 

第12図土壌墓5出土土器 (3) 
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がやや内湾気味になっている。右側縁に折り返しがあり、刃に対してはほぼ直角である。 x線写真で
も目釘穴は確認されない。 26図2は現存長が12.8cm、最大部1[1百3.8cm、最大部厚O.4cmあり、長方形で

わず、かに内湾している。両側縁に折り返しがある直刃鎌で、折り返しは刃に対しでほぼ直角であった

と考えられる。 x線写真でも目釘穴は確認されない。

5. トレンチ出土遺物

土器(第16~22図) トレンチからは計1，696点の弥生土器、続縄文土器、土師器が出土しており、その内訳

は第2表のとおりである。 1・2次調査では弥生土器、続縄文土器、土師器の出土点数の比率が約 1

4 5であるのに対し、 3次調査では約325と弥生土器の比率が高くなっている。 1・2次

調査ではE層より I層からの出土点数が多い。また、 3次調査ではB.Fトレンチからの出土点数が

多いのに対し、周辺のG.H・1. ]トレンチからの出土点数はわず、かで、ある。

各土器の特徴等については土器観察表(第 5~10表)を参照されたい。

勾玉(第26図3) 1次調査のトレンチより勾玉が1点出土している。材質は半透明なメノウで、形態はC

字形、片面穿孔である。尾部がやや尖って、頭部その他に整形時の稜が残り、断面形は正確な楕円形

をなしていない。全長は22.2mm、幅14.3mm、厚さ7.0mm、重量3.2gである。
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採集遺物6. 

永福寺山遺跡では、発掘調査前から武田良夫により多くの遺物が採集されている。

計326点の弥生土器、続縄文土器、土師器が採集されており、その内訳はそれぞれ46点、

42点、 238点と点数的には土師器が多い。

各土器の特徴等については土器観察表(第11・12表)を参照されたい。

管玉(第26図4・5) 2点採集されている。いずれも材質は碧玉で、片面穿孔である。第26図4は全長が

土器(第23・24図)

5は全長が15.8mm、径5.0mm、重量0.6gである。

5点採集されているうち、現存するのは4点のみである。石材は全て頁岩であり、

2・4の先端部が欠損している。第25図1は全長が34.2mm、幅13.7mm、厚さ4.9mm、

重量1.6g，2は全長が30.9mm、幅15.0mm、厚さ4.5mm、重量1.9g，3は全長が26.3mm、幅14.1mm，厚

17.5mm、径5.5mm、重量0.9gであり、

アメリ力式石鯨(第25図)

第25図1の基部、

ハ
一
級
倒
的

4は全長が21.8mm、幅16.5mm、厚さ3.6mm、重量1.1gである。

議j金一企-~
さ4.4mm、重量1.1g、

〈こ〉〈ご〉

4 3 2 <ご〉<> 
2 : 3 5cm 。

~V@~O 

アメリ力式石鯨第25図

5cm 

5 

日~]

2 : 3 

-
門
川
川
川
口
U
H
υ

n
u
H
H
H
U
H
U
U
 

。

4 

⑤
!
阿
川
出
!
③

2 

府
川
川
M
M
V

5cm 

鉄鎌・勾玉・管玉

-32-

。

第26図

1 : 2 



ω
ω
|
 

挿図 -トレン?11曹低種別 器穏 炭化物・顔料等

7 - 1 l' 2 土壌墓l 一続縄文深鉢 外内面コゲ

7 - 2 1・1王展墓i -f一一続純一文一一一渓鉢 ーー“ー・--割問明司ーー・ーーーーーーー・自国岨岨岨
7 - 3 1・1王媛接室墓[C同司 T一続縄ー支支 諜渓鉢鉢悶一一一一一
7 - 4 l' 2 土 l -f一一一読一縄一

明再ー司ー・ーーーーーー----圃姐阻聞咽帽同開・ーーーー

7 - 5 1・1王展援接室墓基rーーー ご一読縞支『涙鉢一一一一 外内面コゲ
7 - 6 l' 2 土 l II一-一続続ー縞縞支支涙i葉鉢鉢一一一一- --圃伺再再開ーーー・ーーー・ー自由凶・---司何回ー
7 - 7 l' 2 土 I
7 - 8 1・1王履墓r---工一一弥亙一一喜一一ー

ーー創価骨骨再開ーーーー・国自』晶画圃帽再開司『町

7 - 9 l' 2 王土榛壌『茎i司司司司 二一弥主一一一一宝喜E一ー
ーーーーー.聞割問問岡田ーーーーーー---白幽 M・.同属伺

7 -10 l' 2 墓l -f一一一王師喜一
ーーーーーーーーーー-ーーー・圃伺開司『司ーーーーーー

7 -11 l' 2 王媛墓rー--二ζ 王師器 皇室 一一一一一
国自白制幽骨明司司司・ーー・ーーーーーーーー白』凶幽闘相伺

8 - 1 l' 2 王様墳墓墓Fs 豆b一一一一一読続縄縄支支一一在涙鉢百一w-
同町司・ーーーーーーーーーーーー-ーー，聞伺伺同ー司ーー・

8 - 2 1・2土 2・3
.幽.骨開問『司司ー・ーーーーーーーー恒国ー岨岨・圃帽再開骨

8 - 3 1・1王墳墓Fsご一続縄文一寵鉢一回目悶 明司司ーーーーーーーーーー』ー・・伺再開問司---ーーーー

8 - 4 1・2王旗榛一草子T二一続続一縄文一主諜義蘇鉢一一一
ー・ーーーー.園田陣出品副幽聞骨同--ーーーーーーーーーー

8… 6 l' 2 土墓2・3一 縄文
ー骨胃伺司司ーーーーーー・ーーーーー凶岨岨伺再開『ー司・

8 - 6 l' 2 王接ー草子1阻工一続縄支 採録一一一一一
ーーー---・幽岨刷掴伺開問司ーーーー.ーーー-----由凶

8 - 7 l' 2 王王ー接接室室下2715司ニー続続縞縞支支 深鉢一一一
-ーー・・噌再開司司司・ーーーーー-ーーー・凶幽--帽同開問

8 - 8 1・1 一 深鉢
』ー・-_.時間司司--------------恒国幽』幅制骨

8 - 9 l' 2 王旗茎T.Tご一弥i!f きさ
.固圃幽個屠同開問問司圃司・ーー・ーーーーー_.陸出歯・・ m何冊

8 -10 1・2王王接媛室墓1一7一一5一一 一 土師器高査杯
外有面来 一

8 -11 l' 2 2・3ご一王師義一一 ーーーーーーー・自由晶齢--間開胃司司司ーーーーーーー
9 - 1 l' 2 王壌墓』 I一一一続』編支一探鉢一一一一
9 - 2 l' 2 王接墳一纂墓14-ーーー ご一続続稿縞文幅一諜漆一録鉢一一一一一

ーーーー白幽岨・---同開再開司ーーーーーーーー・ーー--

9 - 3 1・2土 一文
品副歯同開明開伺司ーーーーーーーーーー.ーーーーー--値晶

9 - 4 l' 2 王接聞墓;c同下回続縄文一一深鉢一一目
個圃同四胴押司司ーー凶凶岨個個.聞再開

日- 5 1・2王土接墳回墓;cI一一続一縄文一謀諜長鉢平ー一一一
開問ーー‘・ーー由』ー・骨圃帽帽骨隅司司司ーーーー

9 - 6 l' 2 墓4 T一一一続縄文一一
恒白幽圃回同開聞胃司明司司ーーー

10 - 1 l' 2 王壊纂;c--r-続編支注口符一 外一丙面云ーヂ一一一ーーーーーー--司--

10 - 2 l' 2 王接嬢ー草cーー ii---続続縄縞支一一漆深一鉢鉢… ー 芥外面丙苗コゲ云ヂ Jふとージ芳ヲ
10 - 3 l' 2 王重5----E 文
10 - 4 l' 2 王旗司墓5-- ご一一続編支一謀長ギ一一一一

二信
10 - 5 l' 2 王壕撲墓』 ご一一続統稿一漏一文文一注白符一
10 - 6 l' 2 土墓6 I 深鉢 内面コゲ・白色化粧

内面:ナデ、胎土硬質
芥外面丙面スス云ヂ 一一一一一一一一一l10 - 7 l' 2 王擦旗問『墓6一司白 I…続縞文一一俊涙民主鉢平一一一一一

口口曹喜 平被藤ワ キザミ 縁縁口口議部語部蔀蔀隆蔭綴訴2陸本線平+脊有渦+キ王ザ、ミ孫、蔀棒主言半語上無主事椿体+・福帯蔀ミ縄1上tガf文手・キニー、争角内形面刺ナヲ 1土F王 硬質質10 - 8 1'2 土墓5 百一一続将文一一 玩.一存:ヂミ;一一石 平 突;一時了硬

10 - 9 l' 2 王壌墓』民自由民 二一続一縄文一一深鉢一一一一一 百唇:平縁'(-:-:平ザさ; 降板ふ苓:予三:目孫部王平形1刺綴突降、 三予言形剥突---丙1面了デデ;胎4王ヲ薗:積ミ一質ガ一一
10 -10 l' 2 王榛『墓古ー 百一一続一編文一一諜鉢一一一一 古暮:被荻:--~長:ヂさ;己 隆被2ヨド平有王寺子ミユ両 部卒被陵繰ふ帯潟支プ再形剥突:ー丙 ~~--- ー・ーーーーー・ーーーー・ーーー

ー司ーーーーーーーーーーー

胎土:軟質
10 -11 l' 2 王接ー塞5・一周

言百註 麗臨酷続縄革縄文ま主文
諜鉢ー一一一一

体部上半徴i隆縁+帯縄文・三平三三三角角角発三形形形形角刺刺刺劇形I突突突突前、、、i 棒読下半各調文、丙面ミ茸キ ナデ、胎土横質
死丙面r::ijl・--ーーーー同

10 -12 l' 2 王検接問一墓5--- 諜言語鉢鉢一一一一一一 休百蔀緩王i隆平棋;王2科ザミ 体縄問蔀支王 突一内二面面百陥王ミヌ梗fーギ質: 
10 -13 l' 2 王茎』一一

ーー凶歯周
休蔀王平j激被蔭l隆禄線工工キ帯5縄文..阻 一一丙 ーデヲ---殆1王E王了梗1複質量一一一一一一一一一一-----【

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー圃白骨困幽

10 -14 l' 2 王展墓6 諜鉢一一一一一 外面コゲ

o -15 1.2 王媛基ι 深鉢 体蔀ヱー平:被薩縁工帯縄文 丙首ヲニヲ;硲王--夜質一一 外面コゲ

第3表土壇墓出土土器観察表(1) 
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10 -16 
10 -17 
10 -18 
11 -19 
11 -20 
11 -21 
11 -22 
11 -23 
11 -24 
11 -25 
11 -26 
12 -27 
12 -28 
12 -29 
12 -30 
12 -31 
13 - 1 
13 - 2 
13 - 3 
13 - 4 
14 - 1 
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14 - 3 
14 - 4 

14 - 5 
14 - 6 
14 - 7 
14 - 8 
15 - 9 

15 -10 
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15 -20 

J併殺

1.2 
1.2 
1・2
1.2 
1.2 
1.2 
1.2 
1.2 
1.2 
1.2 
1・2
1・2
1.2 
1.2 
1.2 
1・2
1・2
1・2
1・2
1.2 
1.2 

1・2

1・2
1・2

1.2 
1.2 
1.2 
1.2 
1・2

1・2
1・2
1.2 
1・2
1・2
1・2
1.2 
1・1
1・1
1・2
1・2

t官構・トレ'/'1
土墳墓5
王旗ー墓6一一一

王王壊展茎基I5---m  
王履塞5----
王藤者責主主』…ー
王主主;5----

土土土土士土移星境機場嬢野譲墓基墓慕墓』8 』

5 

王旗開基;5"一ー

王接境司重墓;5"---
土 5
王擦問墓回6---ー

王王榛墳戸墓墓65目同白民目【

王墳墓G
王主主墓7一時ー

王接一墓;1一一一一

土旗墓7
王墳墓7司戸時四

土墳墓7
王墳墓ナ『回目

王擦旗問一墓γ一ー一
土墓7
王展基T回目

土壌墓7
王展墓γーーー
王土一展旗ー基墓-?7一田町一四一一国

王展墓7
王展墳墓f---
王墓f一一
王履墓ナ回目ー

王展麗茎墓7一一
土 7
王境基7

暦日 種別
I 続縄文
工続編支『
二一読縄文一一一
豆一一続編文一一一
ζ 一語梅田支一

iC-続続縞蒋文一一一
I 文
工続編支一

工 続続F繕編支一
一文
二『弥1{-----

一 土師師器
土器
土姉器

王師自市器
土器
ーー-ーー 王師器
'‘ " ・・--
王町師蓉器一一
土

下
王縄町{器一一
続文一一

下 続編支『

上 続縄文
上 続縄支一一

続縄文
上 続潟支一ー
上 続続編編支
下 文
上 続縄文一一

下 続編文一一

続編支
ニドー続続一縄編文一一
上 文
続縄文ーー

下 続続四一編縄支支--
上
上 続縄支一一
下 続王縄師文一一
下 器
上 王師議一回

器種 装飾・文様・地文・器面調整・胎土など 炭化物・顔料等
深鉢

体体部蔀上王半ギ 滋撤喜被帯敏隆雇隆隆陸縄隆議線議様文線線+++++、・帯帯帯帯帯三内縄縄純縄語:面角文文文文文形ナ・・-・・劇一Z三三三デ美角角角斉角、形影形形形胎丙剤剰刺刺棚土前突望突突硬、、、ナ、責停休内丙内デ部面面部、面 ナ子デデ、、 胎胎土王 硬硬質質

外内面コゲ
主主ー鉢白山ー一一一

漆採一鉢録一『【

体体拝供体体;加部読部部部上王上よ下下半平半半半半帯渦王、 内面 ナデ ø~王硬質 下喧下ナ半土半ヲ、帯曹脊語縄賞事土文文、と硬内軍~部面 ナミデ芳、平画;土内面夜宮ナデ、 面主 積雪
-ー凶由国

外一面::r-)/-~一λ一ジ芳ラー【
諜主事一何回

渓深鉢鉢鉢一目白ー一 外内面スス

深 ーーーー・・・--ーーーーーー・ーーーー_---・

深主要鉢録一 ;尿休床ギ-蔀蔀下 平帯詳縄支: 蔀 子1ヲ芦:
値白ーーーー・ー・--ーーー・ーーーーー・ーー・ーーーーー

開聞・--
保蔀王下平半附加条縄支底 :ナデ、内面: 胎土:硬質

司ーー司司司ー同司問 F昼間開伺伺再開司同開問問伺伺再開同調且

聾一一一 .ーーーー・-----------------------
壷高封f一』一一一 百百縁縁F蔀部i主i三悶デヲ平安:デスヲー芝芳、;寺…丙面一一1一言一云ーチーデ干すデス-デミ悶ヌデキ;ーヴγ1百王;ーヴージ宅否む一一一一一一一一一一一 外内面朱

:百三ヲニヲ平百三スヲーさう号、ーギ了丙面1ーチーデ干./'-.ーラ一三一芳年;一胎ー王 ージ主音む一一一一一一一一一一一一一一一一一
査 百綾部:スゲヌ平百三ヲ二子ゴー丙面了吉田己ーチーデ:--ø~王:ーヴージ宅菅む一一『目白恥-----

何同開曹同伺聞---開骨岨---ーー咽同・ 4幽畠圃凶由岨ーー・

鉢鉢同時四ーー
頚里頚買蔀音部F.;子スハt一すゲケヌメ:γ、一:孫内体蔀面:ハケメ+ヘラミガキ

ー司・ーーー司岡田ー問問再開問伺骨問桐同閉ー骨四個伺開踊 4・
幽園』・・・凶回出歯自由--ーー司・ーーーーーーーーー・ーー

均一一一一 百綴錦二百三一チヲ、干ータ子二二二ヲ -~jj守二一丙面一言阿古デデ干λヲーミ 3ゲキて1ぎ王ーヴ予:毛否む何回同国 外内面朱
壷 t肖百口~縁縁音部~:ヨコナデデ、+へラミガガ、キ、 内面:ヨコナデ 芥丙苗面朱朱一一一一一
壷・高杯 外内面
査 徐蔀衣子二二二ヲミjj守二一丙面了にきデデデ干人ーヲーミ一芳キ一一一一一一一一一一一一一一一一一……ーー 外古来ーーーー
主義一鉢---ー百唇:平縁一σ一一平予三二一石;縁部了陸線2不平行工卒ザミ戸;一体戸蔀王同平目被隆;綴王持一縄一文一一円形東1I突γー徐 外面コゲ・ベンガラ
内面・ナデ、胎土-硬質

在百什一一 百唇波荘一工寺ーザミ;一石綾部降板2ヨド平有正平ザミ----主斉形鋼J笑;一一体蔀I半一一一微薩線王帯縞支---主斉形京1I突;一一一 外内面コゲ

内唇面:ナデ・ミガキ、 胎土縁縁:硬部部質戸-一
深鉢 目白 :説J氏マーキ予三;一一石 陸線2ヨド平有干存ザミ"ぐ存蔀王平:識隆禄王捨一縄一支了円形頑I突;一丙面う二子、---胎王梗質ーー外面コゲ
漆訴 百唇j波状マプーギ:ヂー王;一一石一縁 隆繰2禾平行平年ザミー三角一形一雨j突;体『蔀I平:徽一隊系暴干帯一縄一文一三一三角形京1I突γ- 外ー面3えーヌ一一一一一

主主一鉢一
内面:ナデ 胎土海綿骨口針縁含部む・
百唇i平縁マ.三平予三、 陰線2示平存+~-ザミー;一一体一蔀I#:綴|陛議 L 三予言形剃突;一一丙面一一デデ;届王:稜賀

田桐問問再開伺再再開伺帽圃_.・ a岨品--'・曲司--ーーーー

深鉢ー 体部王平:被l陰線王争舎一綿一文一一円形剰突;戸丙苗j子:デプーJ&:王一.一梗質一一一一一 外面コゲ
諜深鉢鉢【何回目但陪休床部蔀ー正平平i一徴徹l陵禄王帯一縄支三時阿形発ー形刺突鋼j“ーー丙苗丙:ーチデ『眠時胎一王町王寝一質極問岡田伺 外面コゲ困問問

王 ::W:l騒禄王捨一語支- 突;一 面:j二子、両 綿有鈎弓育む一一一一一一一一一一一一一一一
注口付 百唇;説荻EL--キ予三了有縁部隆繰2禾平:行平等ザミー一三予言一形剰突;孫部王二ド:微陰線王帯編支了主斉形剰突;一一--------一一 外面スス・ベンガラ

涙鉢一 底体部部王:帯平縄:被文雇十緑字干・帯三縄角文形J刺円突形十荊字I突、;一-内俸P本面部蔀:ナ二F平デ、;帯胎潟土支γ海丙綿T苗骨面1了針デデ含デデむ~ 一胎R王:梗賀 内面コゲ・白色化粧土探鉢一一時回会体部王竿:ー微薩議王帯一綿一支ア円形劇突; 蔀下平j帯潟支:ー丙苗1 、--o吾ミと一:硬質問田町四時------ー白血目白ーー一一一一 面百花絵王--田ーーーーーー

涙鉢鉢一一体休部部王平平:微帯蔭漏話支通了王帯丙縄百一支ー一杯芳部一一て下民胎平一王j帯;縄夜質支一一一丙面白司デデー同司j吾王戸寝質国--- 内面コゲ
深 上 面:ミキ
漂鉢一 体体部問下ニF平帯一縄文;一一一丙丙面1ーーチチーーデデ;-1賠百王王 稜 質

ー・ー四ー伺 F昼間--骨四回回圃伺骨聞・四回開伺・・ーーー-

主採義訴録 外面スス-・・ー・ M体一蔀部下一平平帯帯縄満支支，一一丙面面了一チ』デ、ー s面王積硬質質問ー凶自ー
外面コゲ

涼鉢一 体部下平:帯縄支丙面子デー-"s百王:夜一質一一一一一

言宝語E訴 体古部藤目蔀下平ーヲ:脊一一一縄子支一一一恵蔀ヲ一子戸ヂ子デ、~:~一丙丙面面了吉;ーチ王ヲペ子一ーデ一殆干王人了』梗ヲ質デ-----ーーーーー---一一
同開聞帽帽圃岨出陣岨岨値--幽晶曲.値崩岨--圃岨岨凶ー-

同・・ーー コデ干ス ー デ;一面王;ヴ戸ジ宅菅:む一一一一一一 -・・・ー・ーーーーーーーーーーーーーーー_---------

査 頭部:1隆繰干寺子ーさ:--"f挙部I平田:コミ歩ーヌー+一人ーヲーミ一芳尋了目丙苗:"̂-ヲーチヲ、一一一一一一一一一一一一一一一一一一 舛;面支7.一回何時【伺会同国---ーーーー

第4表土瞳墓出土土器観察表(2)



w 
巳刀

挿図|次劉遺構・トレンチ陪佃 種JjIJ 1 器種 | 装飾・文様・地文・器面調整・胎土など l 炭{[物7顔蒋奪
回 113 IF 4 1 跡生憧ワ同縁部交五月百l突文、頚部:附加条縄文、内面:ナデ トlis-二---213一一1F--------一一lζ--1弥生一一一l皇室一一一一1fi縁部:室主剤突一文;一一丙市了チーデ一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一~ ~ o H _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ __  ー F 
I百二3"1F21二:-----------1工 l弥生 1寮 l薮蔀縦&.剥突列:砥部王半附力百条『縄文ー;一丙箇チーデ一一一一一一一一一一一一一一一 ー1二1
lij;--二 4-]3----]Ë--Z---------]ご--]弥;~-----1嘉一一一一l百唇ー平藤γ燕支了有縁鄭1菰状沈品展支て鎗ー歯一状一雨I突支;一丙面ヂヲ一一一一一一一一 ------------]二i
町一二一一 -5一日一一一一 1二7一一一一一一二一一1弥i~-----]聾一一一一1百i唇F説攻一頂蔀寺子三;…白禄蔀一斑繰支;一丙古j子ヲ 1ーI
116二---6官一一一]F--'7"一一一i二…1弥韮…--]護……--]百i唐ー平縁マプ禄支;白縁蔀工字支底抗線ー文;丙面子:デ ーi
lis-二一下]3"---W失一一一i工一|弥ー主…--1蚕 ]rj綾部[弧状説議支;丙面1デデ ー……一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1芥面:iij'----
lis二--8官 ]8T--------1工 |弥生 l寮 1rj緩蔀菱荻洗車長支;丙面了デデ 一一町一ー一一一ー一一一一一一一一一----島町罰回一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1芥面玄ヂ-
lis-二百日 1F穴 i工 1弥生 l察 16縁部菰荻説緑文;丙面了デデ戸 司---------一一一一一一一一一一……一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1芥面五目ヂ-
N二1o-]3"---Wz---------1工同!弥『主 …!主主--------1日寝蔀 m菱玩涜議支:ー丙面1ーデデ一一一一一一一一一一一一一--------------------------------------------------------------------------------------------F.:.:
i 子二]一111・"2 1jj-;r- -z------1工一一 l弥i~-----1泰一一一一ro綾部一工字一文嵐洗練文:悶丙盲目白デデ一一一一一一一----------一 ー 1ニ
16-二回121F21二--------一一i二…l弥生司……l警一一一一一一16'綾部i菰荻涜緑一文:一丙面了チーデ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー------1二!
ij;--二-13"11-"21二一一一一一!工一!弥ー主一一l重一一一一一一16譲蔀一両芯一円状説禄支:一丙苗.ーデデ一一一一一一一一一一一一------ ー ーー 』 ー ー-------------1二i
i6--二回 14"11."2 1二一一一一一一|工 --1弥i~-----1護 1頭部無文:体蔀ヱギ沈繰支;丙面子:デ 1ーi
lis了"151F21二一一一一一|ご一弥韮一---1察一一一一日夜蔀ー弧状涜線支ηγ丙苗デデ ー ーー r-.:--

116 -16臼 ID6 卜跡生|寮|口縁部:弧状沈線文、内面:ナデ ト
T百二17"1Fzド l二: 弥主 1泰一一一16緩蔀:弧状説繰支ー一一一一 1一一
日二18"lF21工 1工弥主 l主主戸 ro縁部i弧、伝説綴文:丙面:チデ |一-H二叫iド l工防主 陸 信藤蔀[踊蹴議支:丙面デデ F 
i百二 2o-1f---1ζ ー 1二:--1弥生 |護 16縁部鋸歯、氏説融支:丙面デデ r-.:--
lis一二zi一日一一一一1F一三一一一一一一一l二一l弥一生一一一一一1寮一一一一一16'綾部 F涜議支:戸丙面了デデ一一一 ー -------------------------1二7
lis':':'zf]i・f]東畑 l二 l弥生 l語 16'縁部:玩議長支;丙面1デデ F.:: 
lis-二・zf官同何回18"-z'--ーーーー一-1二一一ーl弥一主一一ーーー1察ーーーー】ーーー16"唇:平縁ーL一一無支 p縁了術力百最高支帯 m】(綾一絡一文一〕一;一一頚蔀;:蕪支帯;一一丙面1ーヂデ;一一胎一王:ーヴジ宅吾む一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一戸一一------何回!列;苗ヌーヌ
1百二24"]F2'1ζ 一一一1ご一l弥韮一'-'1婆一一一一l百唇:平縁。γ蕪支;一五議蔀了附力百条編支梅田;一類蔀:附加渠縄支干if--t議事長支〕…γ蕪支帯;一丙面二ーデデ一一一一一一一一一一一一!芥丙面I::Iヂ…一一一一一
日二--g戸官…1E同.c-------1二一1弥ー主一一1喜由-------1百唇:平議て無支;一両縁部了前加薬縄文F帯;一頭蔀:燕支:帯、ー丙面了ヂデー一一一一一ー |工
16二羽田 !とr.......1工 l弥生 l蚕 l己i唇i平縁 L無文;両縁部.附加奈矯支帯;類部i然支帯二丙面.デデ ………一一一一一
i百二日目 ]1............1工|弥主 l護 1己i春平縁 L無文;己縁部.附力百条縄文帯;丙面ぅニヲ r-.:--
i百七回2"8"官---1E-7一一一一一一二一一1弥一生一一一一l泰一一一一一l百唇ー平縁マ一一栄支;一五議蔀:LR編支;一丙面:三芳ーギ一一一一一一一 1ーI
16一二'2"9"日一一]1....一一一一二…¥ー主[::.----1護一一一16'唇:平縁一σ一γ蕪支 p縁部1一言語一文一捨て一体部一;と一平TIi縄支マ;一丙面了チFデ一一一一一一一一一一一一戸時-------------------- ー 1二7
百二訪日 W"-一一一一!工'-1弥ー主一一!謹一一一一1古唇;平議 7無文γ百綾部了蕪支帯;主主蔀王平:I附加奈縄一文γ丙面了デデ--------一一----------一一一一一一一一一 1ーi
lis一二'3"113一一二一一一一一一二一l弥ー主一一!喜一一一!一宇部;一栄支帯一γ耐liii系潟支帯:田洋一蔀王半一.一附ーカIU条一編支;一丙首:ヲニヲ---------一一一一一一一一一一一-.-----....................-.--------.-.......1二7
日二百日 1c.z.....----1工--1弥主 l惹 l頭部保文帯 L耐茄条潟支帯:休部ヱギ阿加奈緒支;丙面デヲ ..-町田町一一一一一一一……-------目--------ー1外;面天文一一一-----------
li6"二-33"13一一!と一 -.......1工|弥生 l寮 1頭部無支帯:保蔀ヱギ附加奈縄文ー(綾ー絡ー支了;丙面;子:デ |一色
lis-二羽目 1瓦4.......--1ζ1弥生 1蚕 ----1頭部[無文帯二:保蔀ヱ平':'Ri'編支ヲ;丙面;二デヲ r-.:-' 
H二羽目 1瓦 .9.........1工 --1弥主一一1聾一一一l頭部 j 無文帯二体蔀王平':'IiL縄支'?'~丙面 iヲニヲ lーー
i百二'36"11."21工 l工一l弥主一戸1婆一一一1頭部i無文帯 L耐加奈満支帯:聞丙面1デデ r-.:--
日ー二-3f]iγ21王享一一一一一一一lζ一 l弥;~'----1泰一一一一1伝部i 羽玩附加茶褐一文:ー丙苗了チ戸デ一一一一一一一一ーーーーーーーーョー一一一一一一一戸♂回ー-------------一一一一一一一一一一一一一一一一-------島ーーーー 一一一一一一一-..----......1芥面目玉ヂ--------一一一一-
lis-二 -3"8" 1F2'1二7 目--------一一 l二一一\一主一一一一一 l寮一一一一一一一 1係蔀;:~~荻l附万iii条縄文二一丙苗了デデ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー ー i二7
lis-二 -3-9.13---.1 8" ï------- 一一 1二一一\一主一一一一一 1泰一一一一一一一 1休部:~~耽l附加茶褐支:一丙苗了デデ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--------ーー 一一回------一一一一 |芥面王手i-----------------
li6"二.4o.13----ド一一一一一一一一lご一l弥互一一1重一一一一11*蔀:附liii一条縄文一一[議議支γ:ー丙面了デデ一一一一一一一--------ー ー r-.:--

ij;--二-4i-U-:z-1A'r-i------11--.1弥主 |菱 1抹蔀i羽荻附加奈縄支;丙苗1チデ ー r-.:--
6 二 -421f---1jj-百--------1ζ ー 1弥主 ---1寮|休蔀:~~:状回耐加奈縄支了丙面1 デデ ー 一一
百二五3"]F2]ζ一一 1工 1弥主 |蚕戸一一11*部:羽状l附加奈;縄文:丙面了デデ一一戸 一一一一一一ー---匂園田眠時司自民------回--ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーー』ーー一一ーーーー一一一一----園田ーーー!芥面天文
i百二-44"官 1FT--------1工--1弥互-----1察一一一一一11*蔀=I附加条縄文;丙面了デデー一一一一一一一一ー一目白----悶司直-------ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一戸 ー l二7
16 二副首 -lcT-----.--1ニー 1、i~-----l喜一一一一 l禄蔀:現状 F付加条縄文:丙苗了チーデー一一一---------ーーー一一一一 ー !こ7
i j;-一二一面ード"21λ~tT----Ti一一一一一主一一1護……--1床蔀j羽荻一雨加奈縄支:一丙面了デデ………一一一一… ー ー 1ー!

第5表 卜レンチ出土土器観察表(1)



心コ
σコ

挿凶|次劉遺構・トレンチ帽倒 種別JI 器程| 爾三文様・地文・器面調整~否王なt-.--~~~~~ 炭化物・顔料奪

は7-47 11' 2トト跡生障|体部附加条縄文、内面:ナデ ト
二117一二-"4f]3----1A一一一一一1工一一l弥生一一一1護守一一一l倖蔀i附加一条寓文γ丙面デデ一一一一】匂白匂 F 

li7了-コ二I弱芯9-1ドiド二γ-z引悶-1王享一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一-1工白一-1跡弥主 1蕎』一一一-一…匂一……】一…一白一……白一…凹一-1俸
i肝7】二二】-5而n官s-】一一-一…】一1】-1邑百】瓦正凹一…也一…-一一-一一-一一-一一守一一-一一-1二二工一一一一一-1弥-亙勾一----1蚕 一一一一一一一-1{係転』害諦n附耐B茄b自条潟支;丙面デデ…一ーーー守司 匂 1ニ
li'(二-5T1Ff1王芋 !二一|弥主一一一一l喜一一一一1休部ー;附加渠潟支L一一丙苗了デデ一一一一一一一 -------------------------F.::_. 
Ii'r::-5"213 ----1T ---一回 l工ー1弥主一一一一l泰一一-----1係部:附加奈縄文万二一丙面1ーデデ一一一一一一回苧守一一一一一一一一一---】 -------------------------1二
町二日1s----1と--2一一一 l工 l弥~-----1泰一一一一 1尿蔀[附加条漏文由工橘極主;一丙面:デデ一一………一一一一一一一一一 一一一一一……………~~ ~ M M M _ __ー苧苧 外;面天文
Ii'r::-5-4: 13 ----1己--2-一一 !こご 1弥主一一l聾一一 1俸部;耐和条縄文了丙面一一デデー ー ………一一一一一一一一一一 ---------ー----一一一一…………----1芥面云ヂ
町二両13----lif 1-------"-1工|弥主一一!婆一一手|床蔀;附方自条縄支:目丙面一一デデ一 一一一一一一一一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一…|外苗天文
li'r二-5-6 -ls----1E-:f ----一一l二一|掠主 1蚕 ー一一一l係官r附加一条潟支;一一両面:デデー一一一一一---宇 1二
日一二-5T1F21A'tT一一一一一n一一1弥生一一一1謹一守一一一一l隊一誠一一雨)io;条漏支一、一丙苗了デデ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー一一一1~ド苗ズズ…匂守

7一二ー5T1F21ご一一一一一一l二一1弥主主 1養 一一一一l係部1:雨漏一条縄文;一丙面デデ一一一一一一一一ーーー回 l二
i'f一二-5T11'引6't--2 ------11---1弥主一一l重 一一一1一一読一;雨加条縄支;一丙面デデ一一一 -------------------------1二
i'r二--s-o"1!'-什忌nr--一目1r-1弥生一一一1義一一一一 1休部;府羽条縄支;一丙面二一チーデ一 一 ー l二
i'fー二-6i1i."21貢姻一一一lご--1弥生一一一一1泰一一一一 1体部:1耐加奈鵜白文;一丙面二一チーデー 一 』 甲 子
li'1二1iT1s----1D------------1二一1弥主一一-1泰一一一一1枠組r雨漏系縄文;一丙面ーヂデー ー --------------------------------------1二
tナ二回1F21百'tT----Tc-1弥主 1要一一---1係部:1附加国条縄支;丙面ーチmデ:--s百王了ヴ同ジ三E:sti 】 1二
li7二』両日一一1二ご 1二 1弥主』ー1婆…一一1体:蔀:1附加奈鵜文;丙苗ーデデー宇 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一1外ー苗ズズ一一一一一一一一
行一二一目ード】21二-----------1工一一1弥主一一一l重一一一一l体宮下両方t一条縄支:一丙面了デヂ一一一一一一ー一一一一一一一一ーー日匂白白 -------------------------1二
i'f二-6TU二"21B"'t-z------1r---1弥主----1察…-----1床蔀:1附加条縄文:ー丙苗了テーデー一 也 --------------------------1こ
7 一二 -6T1F21二一一一一一一l二一1弥~-----1裏一一一一 1-W蔀ー附方自一条縄文二一丙面了デデ一一一一一一一一一一一一一 ------------------------l_:_-

i'f二-1i-g-13----1p------------1工--1弥主…ーl語一一 1泳部:1耐茄系満支γ丙TIii:ーデデー ー ー 国 !工
j了二百9-1F216't-z------1T--1弥主回一1護 一一一一1孫一蔀一:附加奈縄目文:ー丙面1デデ一一一一一一一一一一一一一一----------------------------------------------------------------------------------------------------1ご
117二'lo同一一一一jF"天一一一1二一l弥主 1義 一一一一1体一部:1附加奈縄支:丙面1デデ一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一…------------------一一一一一一一一一一一一lニ一一一一一一一一一一 』n二可n肝 |二際主 雇 陸部j附繍支;丙面1デデヲ E 
i'f -二回'fz-U-'-z-1B"'t-玄-----1工 l弥主 1蜜 1床蔀i附加奈縄文二丙面1デデー………一個時 !こ
li-i二-'i3"]s----1D--(j---------1工 1弥主 ---1泰一一一1休部;附加条縄文---丙面了テーデー一一一一 一一一一一一一一……一一一-----_ 一一一一一一一一----1芥苗ヌーヌ一一一一一一一一-
li'i二γι1i-"21二一一一一一一一一一l工一一1弥主一一一1喜一一一一一部(:耐刻一条涌支:一丙面1ーデヂー---------ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……………------"---------------------------------------------- ド
li7・二-'1 S -13 ----1 p-1-・-一一1二一1弥生一一一一一1察一一一一1-W部一;附加一条福一文:一丙面了チーデーー一一 ー -------------------------1二
nコーz:~:l~::::lp::~::::::ード-i野主一一 l窒 一一一貯部:附除潟支了丙苗了デデ一一一一一一一一一一 l三
i 'r ::-'1T13 ----liS-a ---------1工--1弥主一一一l蚕--------1ー勾蔀一;両方白一条潟支:一丙TIii:ーデデー 1二
n-二一九一1i二n瓦't-l------1r---1弥主 主喜一一一一l体部i荷崩系縄支;丙面:デデ一一一一一一一一一一一一 ー 1工
H 二町二lP:工二二:1三陛----障 ::::::UI~~:Z~~李種主二時:号: ::::: : :二 じ
17 -80 11' 2ト|ー肺生瞳体部:附加条縄文、内面:ナデ ト
li7"一二一町一日---jF"E;一--1二一l弥主 1裏一一一1ー苧部:1附加奈潟支:ー丙面了デデ一一一一一一一一一一一一一 ー l工
li'i一二-82]S----1工 |工 |弥主 ーl察一一一1体部;耐加条縄文了丙面1デデ一一一一一一一一一一一一一 ------------------------------------------------------------------------1二
日二百s-日一一一lI~-z---- 一一一一一r-=----1弥主主一一一一!重一一一一一 l一一部一雨治一条縄支:ー丙面了デデー ー 日 ------------ ー |工
汀二両日-.T1二一一一一一一一一1工一一l弥主一一l重一一一一一1f宇都:附加一条縄支:一丙面了デデー ー 】 』 ー 1ζ 
li7"二 8-s"1!.z-1B"'t-3---一一一一f一一i弥生一一一一一l察一一一一l伝部:附茄茶褐一文:一丙面了チーデー ---------------------------------------- ー 一 l工
i下二-8T官一1ET----一一1ご--1弥主-----1主主一一一一一l一部ー:附加茶褐支---丙面了デデー一回 一 ー lζ 
i'l一二-8-7 -13 ----1 p-1---------1工 l弥主 1饗一一----1体部:1耐和条蒋文γ丙面1デデ一一一 ー |工
j'l一二-8-g-13----1p------------1ζ1弥主 1泰一一一一1体蔀耐対条縄支γ丙面1デデ一一一一一一一一一一 ー一一--------------_一一一一一一一一一一一一一…-------- 一一一一一一一一一一ー苗ズズ戸
li 'f-二--8-9 -13 ----1 E--3 ---------1二一l弥主 1護…----1床蔀:1附加奈潟支:ー丙面了デデ苧 ー 日 i二
日二-1io日目一一1El9一一一一|工--1弥主一一ー|聾 一一一1休部;附加奈縄文二一丙面了デデ日 』 ー |工
ji7--二-gT1F2]ご一一一一一1二一1弥生一一一1婆一一一1体部j附加奈縄支二一丙面了チ日デγ一一 ー 二一
|i'i二--92]r:21王享一一一一1二--1弥主主一一一一一1嘉一一一一l停蔀:耐)io柔縄支;一丙首.ーデデー 一 』 ー lご

第6表 トレンチ出土土器観察表(2)



w 
、よ1

挿図
17 93 
17 -94 
17 -95 
17 -96 
18 -97 
18 -98 
18 -99 
18 -100 
18 -101 
18 -102 
18 -103 
18 -104 
18 -105 
18 -106 
18 -107 
18 -108 
18 -109 
18 -110 
18 -111 
18 -112 
18 -113 
18 -114 
18 -115 
18 -116 

18 -117 
18 -118 
18 -119 
18 -120 
18 -121 
18 -122 
18 -123 

18 -124 
18 -125 
18 -126 
18 -127 
18 -128 
18 -129 
18 -130 
18 -131 
18 -132 
18 -133 
18 -134 
18 -135 
18 -136 

|次数

1・2
3 
3 
1・2
3 
1・2
3 
1・2
1・2
3 
1 -2 
1 -2 
1 -2 
1-2 
1 -2 
1-2 
1-2 
1-2 
1・2
1・2
1 -2 
1 -2 
1・2
1 -2 

1 -2 
1・2
1 -2 
1・2
1 -2 
1・2
1-2 

1・2
3 
1-2 
1-2 
1・2

1-2 
3 
3 
1・2
1・2
1-2 

|怠惰・トレンチ
土手岨凶圃歯固--骨骨開---ー

B 1 
AT6 
A2 
AT6 
C 1 
CT4 
ーーーーーーーー

C2 
BT5 
AT7 ーーー自国国司圃----凶凶

BT2 --・ーー・四四回開----

AT8 
AT9 
AT8 

AT4 値値・・ー岨岨 M・岨.骨"桐
圃骨------・・ーーーー

CT4 
ーーーーーーー
ーーーーー・・・圃圃ーーーー

東k匝
AT6 
AT8 

ーーーーーー

B6 
ーーーーーーーーーーーーーー
王子百拡自白

AT5 
A 
A ーー凶凶幽--“・・ーー・.‘・ー

F3 
F2 
-ーー・ーーーーーーーーーーー

λ.T 8拡

i層事 穫期j
弥生甲ーーー.
弥生ーーーー凶 弥韮白匂白--

I 弥生ー』・ーーー続編支ーー
I 続続締縄支支一ー

E 読縄支

続続蒋一緯一支支苧苧

I 艦長亀支戸
E 続続橋編支
文

I 続編支
F回目--
続続編絡ー支
E 文
続編支

続続緯縄支文ーー

続編支白ー

E 
続絹緯錦支町ーー
文'・博司匹軍事
続編支
続編支一ー

H 続縄支一ー圃圃』・ーー
続続続編縄編支ー司文
支ーー

E 
続続編編支支一ー
ーーーーー続編支ーー

ーー-ーー続編支ーー
続編支ーー圃・--
続続縄縄支凶但
文

H 続編支--

I 
続続編一縄支支聞ー
岨岨圃・.
続調支ーー
-----
続続縞縄支支--

続編支
H 
主続主縞縄文支

器穣 装飾・文様・地文・器面調整・胎土など 炭化物・顔料等
喜重 体部附加条縄文、内面:ナデ
警主 泳部下平:附加奈潟支:ー丙苗了デデーーーーーー白

ーー圃圃ww_____・鍋伺骨'岨曹咽，帽---桐亭陣--

主主?一一同縁fjjj蔀:沈議文二丙面1デデ .-------------ーーーーーーーーーーーーーーー

主主ーヲ一一一一 一t度蔀ー肖形玩議支二丙面了デデ…司司---苧苧戸 幽M櫨幽---岨--桐----・---甲車甲車甲田ーー，

注口付 耳唇:説J民L辛子支:丙縁蔀1降板ふキ:守王:保蔀王平了綴陸線十帯縄支;一丙T記了デデ;一一胎一王;積賀………ー
---ー，ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

漆捺一鉢鉢一一一一一目 一審唇一:波議在玩三苓:守王 様縁1菩隆r一緩一禾一一平一行:宇 =判ザ野洋ミ蔀;ヱ泳1部"-王帯平縄支:激~]隆縁ー帯縄文句γ主角形一病突一一一一丙一一:ーチヲ一一一硲一一一二一梗質一一E口 :ii#Jf-γ存:子さ了、百口 隆線2+キ ミ+: 、内面+ーナデ、一胎王一梗質…、一一面. 、 土.

ー闘岨働回明・.胴，桐'ーーーーーーーーーーー・ーーー
ーー・ーーーーーーーー---凶岨凶 M・岨・ー.岨.岨闘岨.

注口付 百唇i平;縁?了年ザミ日'?":--p-綾部γ騒綴E不平行'+苓:ヂ戸支:一:伝部王平了被一隆繰ふ手書縄文7三有形剣突;一丙苗ぅニヲγ)itl王1梗彊赤色11[:;粧王一一ー自
渓鉢♂戸苧 百唇i平縁デ工寺子三:ー百;議縁蔀 降線[2禾平干F~ーザミ-:--~宇部;と一徹l属議王持一縄一文ーア筒形扇I突;一丙苗:ーデヲ;一胎王了梗質一
深鉢 百唇一夜;氏プーギ予三γ百 周降板i末平干Fキザミ:--~本語王平[激l騒話是正帯縄支了主婦一形一頑I失て一丙面一子子、， ~一面王了夜質一

ー・---圃岨凶・---・-----開明'闘伺.圃聞---聞時

注口付 百暮;波;氏 L言語支デ了両縁菩r降板ふ寺子ーξデ-:-{半部予半
渓深鉢鉢 百両唇唇 平平縁議。F-γL 苓~予:ヂ三芝，一百白:;縁禄了蔀隆・線降-板i禾2平禾干平F存~工ザ~-ザミてミ再γ存認五蔀平王平i微;l徴隆志l騒展干謙持一一L縄一三ー支一角白J形Z期角実形γ剰丙突面;ーデ丙苗デ;;:-71二6子王、: 踊硬王質1梗質 外内面コゲ--同--- 外面スス
渓鉢戸戸戸 両唇j平縁ークーγ洋子巴芝:一日縁部ー際線三存:予三了丙面一一デデ;一一信王:積賀一一ー ーー-ー・ M・凶凶値凶凶・・ー・・--幽‘・・・・岨凶.

漆採主鉢録--降明闘陪 百百審唇:平議縁玩聞か工洋子芝 -E:;縁縁部蔀目降板一一';'-~-:jj 芝 年丙ザT面ミーデデ 胎王積質一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
マ-一寺子三了百 一隆一線[2禾平存工 ;肉体ー部上半;激l騒緑 L丙形剥突:凹丙面γデデ;一面王:夜一質一一一一一一一一一一

岨岨凶----岨岨--------------_-----

外面コゲ
漆鉢 己管j平絞り a工寺子支:白;禄蔀:隆繰1末平存王寺子ミン丙苗:ヲニ:デγ胎王了夜質一一一一一一一一一一一一一一 ---陣------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

諜深鉢鉢一ー】】目 ぽ口唇唇:平平;縁縁 ?-~五千子支: 両縁部.隆一繰2本平干子工~-ザ芝;一体F蔀王半一一一徽l雇繰干帯一抱一文一;一一丙苗:三芳、ーギ;一面王了軟質一一 ーーーーーーーー凶ーーーーーーー
ー・--凶 ir~--~~守王:両;縁蔀陸続tヨド平行工不ザミー;一体部王平;激l陰謀:一丙面ーーデヂ;一倍王;硬質苧 司
深鉢一白血ーー ロー唇:平縁-T~ 五千:守主: 丙縁部隆一品展2*平7子王寺7ザミー;一体苧蔀ーヱー半一一一徹l隆緑;一一丙面一:ーデデ;一胎国王:硬質 ーーー ー-------------ーー凶圃旨』・ー』・ーー凶・ー.

探訣蕗鉢一一日 白唇唇匂:平議デ L辛子王 両縁;禄部降最長2~え平rr王キ7ザミーン丙苗:-i二子、二一硲王硬質一一一一一一一一一 外面コゲ
_----
両一 ;平縁?工手:ヂーさ:ー石 部自白降板2*平行王寺:ザミ;尿蔀王平:激l騒議工三予母子診漏突;一丙00:ーデデ:--Mi王一硬質一一一一一一

深鉢 己一層一;平縁ーザーキ予三;一石縁部了隆ー線[2末平存正面長ーザミ;丙苗:jニ:デγ硲王了夜質一一一一一一一一一一一一一一一一一 外回苗ヨーヂ…ー匂 F 司e 同e

深鉢 己管!被~夫ーγ存:ヂ戸さ:百藤蔀了隆最長!2:ヰえ平有干キザミ-予言形刺突;一体前半一半一一一徹陰線王帯縄文ー;一丙苗;ーヂヲ:一一一一一一一手 ま戸苔花紘王
胎土:海綿骨針を含む謀鉢占白血司自ー ぽ唇j波状-?-~一寺子一芝-7"，一一百;禄蔀了隆一線f+:ギ予三;一本部ヱ平:敏隆繰 J 円形煎I突; 丙苗ー:子ヲ-:-)i陥王一硬質一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一外面コゲ

注口付 泊己一唇唇平平一議縁万F三L一存洋:子子王支，ー百両;議縁部蔀γ・陰隆線娠22末禾平平存一Z正E午Fザザミミ了;禄丙部面王一子半:子i二fq一形面荊王突1硬γ質丙一苗一ー一デ一苧デーご飴守王i積一質一一一一
凶ー--ー凶凶圃幽岨凶凶岨』・ーーーーー幽凶・・幽蝿幽』・ー

深鉢
国国ーー回国国ー回国恒国凶凶--岨凶・-----・・---ーーー

諜鉢------百唇:平議デ L寺子王:両縁蔀隆最長2禾平有行平2十ザさご丙箇一'jニ:デ-:-)i面王了夜質一一一一一一一一一一一一-_-_
主深義一鉢鉢一ーーーー 百唇唇:平平縁縁万個γ四五長子三;一百縁縁部了隆ー繰2ヨド平有平尋ーザミγー丙面一玄芳守了Xei王了軟質一一一一一一一一一ー ーーー・ーーーーーーーーーー・-----__.ー
個目・.陪闘
百 j 万三五長:ヂさ:両 蔀陰謀tヨド平有正当トザミ了ー丙面ヂ:テマ面土了複質一一一一一一一一一一

言葉鉢一周守苧苧 己唇[平縁デ L寺子王:己縁部.降板2不平有平等ザミ---一円形剰突て一体

諜鉢---苧--胎有唇土一議軟状質ーデ一存:ヂー王， p縁蔀一隆緑2ヨド平存王~ザミ J 円形剰突; 泳部王平;激l蔭議了丙面了デデ;一面王[敬一質一一一一
漆一鉢----自由 百唇:夜R7"γ守子三二百夜蔀了隆繰2ヨド王手ザミ三ーさ予言[形一剰突;一丙面一子:デ:一硲王1軟質一一一一一 "・----‘"・--------------------

深諜鉢録 己己一唇唇--議平;禄民三q一:キL:Aヂ6ー子芝、;王一一石:一縁己部議一議一隆1一線隆一品繰-~ふ存ーザミ可子、γ白さ体了蔀孫王蔀平王王:手被1被降続隆一線J三Z番角縄形文東1ft突一三;一角丙形面剥j 子突子:ーγ丙胎面王了デ一夜デ質:--ü一6王一一:-稜F質回---♂ 守F 
---回--甲車咽-----------伺---桐---・開

伺---- ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--匹ーーー

謀長手守 己唇i夜夜デ L寺子芝:両議蔀1己主ザミ----被隆回線l+;昔争議文ーγ三一角形剥突二一丙面プデデン蕗王:夜賀 外面コゲ
謀鉢苧-- 己唇雇i設状デ L存:ヂー王 百縁主ド蔀隆了綜隆線三:洋子三了予t普s王半了被ー隆一線:ふ帯縄支:一丙面1ーチーデ;一胎M王j夜賀戸 ーーーーーーーーーーー--昼間甲胴
漆訴】ーーー】 民自 :説;氏プ寺子三;百縁 +キ:子支~--#蔀ヱ平田:板隆一線下手番高文了丙苗岡田吉元，~十て蕗王一致一質一一一一一

岨岨幽圃凶岨幽圃--------国国国司ー圃ーーーーーーーー

深鉢 民唇 i平藤デ L 寺子ーさ:白石絞蔀了隆品展+:寺子三:一手手喜-~王半了被隆線て一丙面一:子ヲゴー硲王・硬質ー-----------------_.ー一一 -----ー-----------------------

諜謀鉢鉢一ー戸 己己居唇苧平説縁;民qqLL ー洋ギ:子ヂーさ主--一口両絞議菩普iiII1l-隆隆被繰4ふ寺キ子:手、一三王:了一:予伝t部喜-~王王半半了1被後ー隆隆司線続三二帯一一丙縄面文一一::7ニ一丙:デ苗:一了面ヂ王デ一夜;一給質ー王一一一:一夜ー質一一ー ---
ーーー田恒回甲車事伺-_-_陣胃 F胃宇曹司開--・圃骨回圃岨

-・---- -------幽ーーー・・・ M・・・---凶幽薗--ーーーーー

注口付 体部王平:徴I隆線王帯縄文.-阿形鋼[突了丙面チヲ:一殆王1梗質一一一一
注一己一符日ー
己己百-縁縁蔀;麗禄干-キ←ザミ:--~孫転副諦~~半とf平[丙?形診潮実一一一丙面了デデ;ご】胎一ミ王E占:~夜更賀一一一一一一一

ー圃ーーーーーーーーーーーーーー

換留
踊・--幽・ーー““ー・ー凶岨』・ーーーー--圃凶ーーーーー

第7表 卜レンチ出土土器観察表(3)



乙心。。

子市凶

18 -137 
18 -138 
18 -139 
18 -140 
18 -141 
18 -142 
18 -143 
18 -144 
19 -145 
19 -146 
19 -147 
19 -148 
19 -149 
19 -150 
19 -151 
19 -152 
19 -153 
19 -154 
19 -155 
19 -156 
19 -157 
19 -158 
19 -159 
19 -160 
19 -161 
19 -162 
19 -163 
19 -164 
19 -165 
19 -166 
19 -167 
19 -168 
19 -169 
19 -170 
19 -171 
19 -172 
19 -173 
19 -174 
19 -175 
19 -176 
19 -177 
19 -178 
19 -179 
19 -180 
19ー181
19 -182 

1・2
1・2
1・2
3 
1・2
1・2
1・2
3 
1.2 
1.2 
1・2
1・2

1.2 
1・2
1.2 
1.2 
1.2 
3 
1・2
1.2 
1.2 
1・2
1.2 
1.2 
1・2
1.2 
1.2 
3 
1・2

1.2 
1・2
1・2
3 
3 
3 
3 
1・2
3 
1・1

3 
3 
1・1
1・1

-トレ'/'1層官 種別
続縄文

AT7 I 続縄文
M岨.幽岨屠圃園町・..・帽咽 .喧開聞骨

続続縞ー鶏支支周司ーーーーー-ーーーーーーー』
ーーーーーーーーーーーーー』 ..副 M・結婚支周司

AT7 続続一編支..胃『司司ー司司司ーーー・ーー
縄文

B10 続縄文
AT6 I 続続縄編支ーーーーーーー

文“・幽圃副・ F・周回帽伺問『司ー
続編支

AT7 続続縄縄文
B 10 文
AT10 続編支

続続編編文一一帽『圃'ー-ーーーー・.司ーー
文

土手
.圃唱圃屠
続縄支ーーー..幽唱・..陪屠噌胃司開弔 同司『・.司
続続編繍支同『

F 1 文
AT9 I 続縄文国制開園...・凶相関惨禍..開陪 暢開・..続縞支『民

AT11 I 続縄文
AT8 I 続縄文
AT9 I 結続縄縄文文ー司司
AT6 I 
AT8 続t亀支ー
AT7 E 議続縞議支司両軍司..司司『甲司司司司

文
F2 

-・・・ a凶M ・e続緯支ーー
ーーーーーーーー

続続縄縄一支文一ー
A4 
AT8 I 続稿支ーー
_---ーーーーーーーーー司 司甲車ーー

続続稿編文支『苧ーーー
AT8拡 E 
B7 

M・凶岨圃凶 M

続縄文一
B4 

-----
続続編縄支文白目

B7 
B8 続縄支ーー

AT12 I 続続一編縄一支ーー
文..副幽圃岨圃幽幽圃・...-----続緯支ーー

B7 
..司司司
続続犠縞支支ー一ー一ーーーーーーーーーー----

B7 
ー司ーーー続縄支問問

...明司司ーー・ーーー..
続続編編支支巴同

AT11 

苦言種 装飾・文様・地文・器面調整・ H台工など 炭化物・顔料等
注口付
百口縁綾部部:薩隆繰線平+キ年ザザミミー、;一体応部部上正一半半一徹微l隆薩棋線王+帯帯縄縄一文文一、...内丙面面子ナ子デ、γ、胎胎王土ー・:ー硬夜質質深鉢』ーー一一一 ーーーーーーーーーーーーーー-ー凶・..値幅 M回“..幽副副副.

主深要鉢鉢 一議議蔀蔀司陰薩線縁キザミ 争岸宇部部主平平一識徹隆l除被議長司帯帯編編支三円形頑形I突純 丙面丙:子ヲ 硲王一王夜1質梗一一一 タド苗天文 J丙首云ヂ司司・，司開
百口 : 干+尋問ザミて司 王; 王+ 支了主斉 突;一面I:子:テγ硲 質一一

諜鉢ーーー恥『ー

外部上土F被陸議議線線議線+++++ー帯帯帯帯帯二語輔縄締縄角文文王文主形・・刺主互主三宵j突形資角角角、先形形形剰多内罪絢最加刻面突、突突突内面 ナデ、 酷王 宮質

内面コゲ
諜鉢一ーーーー体体ー蔀部王平半:徴隆 一丙面白血子ヲ;一胎王了夜硬質質一一一 外外面面スコゲス
深鉢 上 :微隆 、内面:ナデ、胎土:
漆主鉢 掠蔀王平i徽l蔭 デデ;胎王;夜質

深操蘇鉢 ネ体ギ部部王平平;徽微l薩騒 ー『丙面:さjガ:キ殆王:王1軟質質… 外外面面スススス幽』ーーー
Ii{i:~'[ii~+'*~.st ';'~jii*ilïIJ~~一一丙面ー子三子γ胎 了軟

採量鉢 ー泳部匂王平;微lF蔭陵量禄干帯縄』支 J主婦ー形最j突;一丙面ヂ:子、:胎百土倍王王・硬梗梗質質質 』
ー回白園田圃..・.幽骨開司骨骨司司司司司ー

深深長鉢平 係体部部王平半i微微 議線王帯帯縄縄文文 J主婦形1形最突I突 丙面子子、:
ー・...噌"司ーー・ーーーーーーーーー・ーーーーーー

上 :l¥'IIfr.l!;-iliJiH ・円束IJ 、内面:ナデ、胎
陪同副開閉開聞..司ー四ーーーーーーーーーーー・ーー白恒国

深深深鉢
岸部王平:微薩禄王帯縄文 J円形東IJ突;丙面ぅニ子、二殆王梗質質硬

ーーー・ーーーーーーー・ーーーーーーーーーーー・-----

鉢 王:激m蔭線王番目縄文句円形 丙 :jニ 踏 ーーー・ーーーーーーーー-ー-----・.“‘齢・・ー.

鉢 泳徐部部王卒半一;一徹l雇禄干棒縞支一主婦一誠元主京実IJ笑、;一面丙面;子:ぅニでヲ二一王面了王梗一一 質一一一一一一一一……一一
探鉢一ーーーー体ー蔀王平:激I隆雇通王帯縄文..ーさ斉形粛I突てー丙苗j・ヂヲ;一胎王ー:夜質 内面コゲ

深i索蘇鉢 係岸部部I平半一:一微徹ll雇陰議謀干王帯争舎一編綿一支支 J 三云為局a形京第llII突突…丙苗面デヲ一一一:一一 I過去ミ 硬硬質質
外面スス_---_ 

上 : ・三形 、内 :ナデ、胎土・
採録 係部王平[徽l薩緑王帯編支 J円形剰突;丙笥ヲニヲ二硲王梗質 内面コゲ

渓鉢設;一 体伝到にE平:激蔭ー説縁王王帯争事縄縄支文ー-菟形東IJ突突;一丙面:玄芳存:胎王王1軟質質… 
..ー-ーーーーーーーーーーーーーーーー』ー
園田恒岨』幽剛圃岨骨骨開司何冊司押司ーーー

深 部上半:微隆 ・三角形劇l、内面・ナデ、胎:硬
主要鉢ー..一』 体部王平[激陰線王争事嬬支-斉形~J突; 丙古ぅニ:子γ殆王一夜質一一一一一一一一一一一一一 白血』岨----開問ー..司・・ーーー

諜濠鉢鉢一ー 司体休ーー蔀蔀王平平了激徽ー薩薩棋禄王プ帯三縄浦ー支子-診J剥恥三突ー斉:形-丙東面Ij突了…府首一信jーヂ王子:二硬一面貨王:硬質
-----岡町・ーー・ーーーーーーーー・

ー開----
上 : ナデ、

--------司間開問岡田ーーーーーー・ーーーーーーーー

諜鉢 岸部王平i激蔭議干帯縄文句...阿形剰突;丙面:子子γ百長王1梗質 ー_----ーーー・ー・回』ーーー

諜深童手 体伝蔀部王平半一;一微徽lI雇騒線禄王干帯格一編縄一支支-発1形東IJ突一一一;丙面:子デヲ:一二面硲王.夜質質…一ー 外面コゲ
鉢 上 : ・円形刺突、内面 デ、 土・硬 外商スス
器鉢ー 停蔀王平了徴隆線王帯縄文..三開発a形策IJ突;一丙面一:ーチヲ'，"M王ー梗質 M・凶..幽・M・e伺開司司ーー司ーーーーーーーーーーーーーーー-

深深鉢鉢ー問団屯同司体泳部部王平平:~謝徽隆薩練縁I工帯三縄ー角支形γ剤阿突形:剰ー丙突盲;目白デデ; 厄王;硬質胎一一一一一一一
ー-ーーーー..岨聞陪骨司甲ーーーーーー・

明司司司司
T$: 一内面i王j芳苓: 王了軟一重一一一一一一一 ー園田園ー..齢個間開聞同司ー，ー，ーーーーーーーーーーー

謀長手 倖部王平:被隆線王帯縄問支三時三斉形剰突;一丙苗:子子、:ー胎王.梗質 外面コゲ

言深葉鉢鉢 係禄部諦王平平i激微蔭際線線王工帯帯編縄ー支-角角形形剰剰突突 『丙苗面一;ーヂ:デ:"H胎E王 梗複質質 』一一一ー---------一一回同
百在花紘一王一一一一

上 : 文・三 、内 :ナデ、 土:
漂鉢ー周司陪悶ー 休部王平:微除草是正格稿文-斉形鋼j突;丙面iさjガ守γ膳王硬質一一一一一

ー・.----ーーー』・..両国'聞胃明司胃圃亭司司司ーーー

諜主要鉢鉢 休床部面B王王平竿被三隆売線形工剃帯突縄γ支丙了面主了斉チ同?デ彦前;一突胎ー;王目白丙面;子:デ:ー踊王了硬質一一一一一一
ー白』副個個開降再開司陣ー司司ーーーー

ー ー-------圃個屠開降胃明司開司司ー伊司ーー，ーー，司ー

探鉾:戸ー 詠一部I平i激隆線工帯縄文目了三ー斉形弟j突;一丙:硬面質iさ31'存:ー胎王了軟一質一一一一一一一一一一一一一一 ーーー----開問..甲田司回司ー司ーーーーーーー・ー

諜涼一鉢鉢司一宇ー 徐体蔀首I半平ー:激隆降五事議長王寺帯害縄編文ーγさ斉局形弟弟jI突突一一丙面面子ヲ子、.'一胎扇王了硬複質質一一一一一一一一一一ー一一一一
ー圃白』岨齢...ーーー田ー田ー司甲・・，ー

ー-ーーー 上:微 + 文・三形 、内・ナ 土: 外商スス
深鉢 体部一;と一平了徽ー蔭縁工帯縄文ーさ斉形鋼j笑;丙面デヲ了届王了硬質一一一一一 ベン芳ラ

漆漆鉢一鉢一 よ体本ー部蔀王平平i徽微l陛陰謀縁王争一事円綿形ー文一利ーァ突互:角ー丙形面荊一I突一一一一一丙苗;一胎jーさ王j芳iー歌ギ;賞一硲…王1軟質
副帽屠開降明・.-----ーーーーーー司ーーーー...ーー司司

ーー..凶・.
上 : 、 ミガキ

ー・ーーーーーーー...凶“““ーー・・・・・・ーーーーーーーーー

諜鉢 よギ蔀王平;微I隆緑王番目縄支-角形煎I突了内苗:jニヲ;一胎王了ー梗夜梗質質質
帽聞胃胃司博開ー，ー，ーーーーーーーーー..晶胃司，同開胃再開

言探語録鉢 よ宇都王平:微蕗綴棋王王帯争舎一絢縄支一ア主婦角ー形形鋼頑jj突突----内苗面 ヲニヲ'，"H信王1
伺何回..明司---------_--ー司開明開閉聞.帽..

体部上半:微隆 文・三 、内・ナデ、胎土:
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ー司ー..
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、工〉

子車図

19 -183 
19寸84
19 -185 
19 -186 
19 -187 
19 -188 
19 -189 
19 -190 
19 -191 
19 -192 
19 -193 
19 -194 
19 -195 
。-196
。-197
o -198 
o -199 
o -200 
o -201 
o -202 
o -203 
o -204 
。…205
o -206 
。-207
o -208 
o -209 
o -210 
o -211 
。-212
-214 

-217 

-221 
~å--二222

-224 
~if二22"5"
~O-二m

o -227 
o -228 

、

3 
1・2
3 
l' 2 
l' 2 
1・2
1・2
3 
3 
l' 2 
l' 2 
3 
1・2
l' 2 
1・2
l' 2 
1・2
1・2
3 
l' 2 
3 
1・2
1.2 
3 
1・2
l' 2 
1・2
3 
1・2
1・2
3 
l' 2 
l' 2 
1・2
1・2
l' 2 
1・1
1・2
1・2
l' 2 
3 
3 
1・2
1・2
1・2
3 

-トレンT|層6
ー・ー司ー司ー司司『・.噌圃

B7 
CT4 I 
AT9 E 

BT  
B8 
B6 
AT9 H .幽副且回ーーーーーーー---

B9 
AT9 E 
AT8 E 
AT9 I 
AT9 E 
AT10 E 
ATl ー・ーー，司司骨司帽聞幽回国

ATll I ーーー司司『胃『開闘曽値--

BTl I 
ーーーーーーーーーー
同唱伺・_.幽副』幽ーーーーー
-ーー・._-ーー・ーーーーー

AT9 I 
AT8 E 
B6 
AT8 H 
AT9 I 
B7 
AT10 I ーーー・ーーー司司唱開唱個.

AT13 I 
土手
AT8 I ーー司胃骨帽個・.峰----

AT4 I 
AT6 I 
AT5 I 
B7 
C2 司再開帽聞・--値恒国ーーー

AT8 
AT4 
F 1 

穏別 器穣 装飾・又稼・地文・器面調整・胎土など 炭化物・覆科等
続縄文深鉢

体体部蔀上王平半:j E、F胎----土一:一硬一一質一一一続編支一深鉢一一 ーー_.回制』白』回恒国白恒国ーー-ー-ーーーーー

続続縞一縄一文文一一一藻涙諒録一一ー体国語iLE半 外内面面スコスゲー司 ーー-ー-
体蔀;と平; 属王1梗

続編支一、操一諒一一 百直i!::椎王ーーーーーーーー
続続編編支支一主主要主鉢主ギ一一一一ー---------ーーーー

む
続縄文一諜鉢一一

徐4体宇部部部ヱ王王-半平--続続編縄支文一深深鉢一一一
内白色面化コ粧ゲ土鉢一

続編支一一言葉鉢一一一 体部;と一平i

続続縄編文一一諜波漆一一録鉢鉢一一 床孫蔀蔀正1::平半一:一 円 丙面子、両文 ーーーーーーーー-ーー-ーー--亭邑開 E鴨--

続編支ー』

続続一編縄一支支一主涙義一鉢鉢一一 芥面ーゴヂ一一一一一一ーー 開明帽岨副
『司.同開聞『・明司聞何冊開明同開噌骨骨四幅司開咽帽屠骨噌岨岨

続編支一深鉢一一

続統一編縄支支一諜謀鉢鉢ーー----------恒』白白 ーー・ーーーーーーーー・ーー司ーーー司司司ー司ー司司ー四ー

続編支一探鉱一一目

f休床本部蔀王半平i激激薩 デデ-1:6:テ王ヲ:稜一一一賀面一一質一一一一
外面スス

続統一縄橋一支文一探深鉢鉢一一一ーー 開.咽同開
王 ; 薩 ;丙面 :デ、 王一梗質一

続編支一一主義一鉢一一 体部1::平: 阿形剰突;丙面:子:デ:語王.複質一一 百在花粧王ーー

続統縄縄支文一一深漆一鉢鉢一一国----------・ーー 体体蔀部王上平半 :iifliU~+，*~-"'If---丙円形面一:子:デ一 -Ë信王:ミ梗ガ質キ一
誠実;一丙面; γ届王一.一軟質…………回 ---哩開閉岨屠唱屠圃帽副--_.峰--・ 4幽閉剛圃.帽・・ー

続編支一深鉢一 体一蔀一l一半::~lllÍJÏ!+'*~iii~:---丙面:ーさ芳、存:目胎王1 軟質一一

続続縄編支文一諜深深一鉢鉢鉢一一一一i手体本部部部壇部上上下下上半半手半半 丙三内何内面角面百面形j王ナミミ刺ガガデガ突、キキキ、M、、E内H睡土飴E面土土土核ヲ髄軟質軟ニデ宜質、胎土 硬質一 一
外内面スス

議議支ーー
帽聞.帽副司幽咽同開何冊司M・._-屠同開屠岨開回開帽伺闘再司聞

続続縄編文支一一諜涙鉢鉢一一国・ ーー・ーー 帽再開司伺開司同開伺 F司開明胃胃骨咽同開帽開明朝刊押再開司

続縄支一諜鉢一一一体自制Fヱ)f: 司丙面:子ヲγ ーーーーーーーーー・ーーーーーーーー司ーー

続続編編支一言涙葉鉢田_----
支一 鉢一一 床体E蔀j王l国一平半一 丙田丙苗面ー:デナニヲ:テγ:一 百在{~-粧王 E 司司問問何時司『悶『ーーー

続縄支一一主言深義葉一鉢鉢鉢一一
体一諒一五一半 町内面一デヲ--- 内面コゲ

続続編縄文支ー一 内 :ミガキ開ー・ ーーーーー 副幽・e副--副幽h・・--------“・a・・岨・a・・M・M

続編支一諜鉢一一一
』ギ蔀ビ半 宵苗ナデ、胎;酪土胎士土土梗硬寅賀軟軟3質Z 一 一 一

副幽幽・b幽幽』曲幽Mー』回--国幽幽---------・M・

続統編縄文支一漆深鉢鉢一一一体体ー蔀部;王E平半，. 繰藤王正帯捨一嬬縄ー支支γ;一丙丙面面一ミjニ/テ号、マ存γ騒 外面ススーー ー開聞開園亭

岸部王平i激激微一I蔭隆磁E是正帯絹支;一丙面iさjガ苓了続可縄支一主主諒一 ---ーーーー』ー』ーー-ーーーーー』圃回世白幽』ーー--

続続一調綿一支支一諜鉢一一一

産体体部事部上上上半半土手 徽徹議陰薩曲厳融線+++存帯格錫維続主文王、、 主内内角面面形ナナ車ヲデI戸突、、、量胎胎磁府土土土二七面積硬硬唖子賀質質重デ一一酷一土一榎質

-----白』由』ーー』ーーーーーーーー凶幽白幽凶』白白白

一言語鉢一一
続編支一一様鉢一一ー .圃圃齢圃・.-副副』副・.-副岨怯M凶副幽圃副幽副圃創価---

続続編編支支一一言涙葉鉢録------停存蔀蔀王王国平平j徴白磁薩隆一禄線干王帯祷一縄編問支ーー一丙面:子百目デ戸二:一 外面スス国ー ー司司ー司
文、内面:ナ
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挿図
o -229 

~b--二23' Ö-

234 
~O-二2"3-5

-237 
~O 二238
~r二239-

1 -240 

-242 

-245 

一249
~r二i5-ö-

-252 

~了1 二253"
254 

tli一二Z5T

町一二2lfo-
1 -261 
2 -262 
2 -263 
2 -264 
2 -265 
2 -266 
2 -267 
2 -268 
2 -269 
2 -270 
2 -271 

次書曲

3 
1・1
1・1
3 

1・2
l' 2 
1・1
l' 2 
1・1
3 
3 
1・1
1・1
1・1
1・2
3 
3 
3 
3 
l' 2 

3 
3 
l' 2 
l' 2 
1・1
3 
3 
1・2
3 
3 
3 
3 
3 
l' 2 
l' 2 
3 
l' 2 
l' 2 

震構・トレン?陣6
B6 
AT5 E 
AT8 
A2 
Al 伺____H・---匹匹甲
』・ M凶岨幽蝿陣幽.凶幽‘・.

AT7 
ーーーーーーーーーー凶薗

AT8 
A8 ーーーーーー圃幽凶凶』・---

CT4 E 
BT2 I 
AT4 I ーーーー国岨岨咽M降'

D2 
B4 
ーーーーーーーーーーーーーー
ーーー・ーーーーーー圃圃凶凶

CT3 E ーーー回国幽岨岨岨圃・.闘曹

国国・a凶岨』・ーー.聞静岡匹-------
.開__H_H甲車・・ーーーー

F2 
BT4 E ーーー圃圃国国』・・ a岨岨回F---ーー

AT9 
，ーーーーーーーーーーーーー

C 1 
"ーーーーーーーーー・ーー圃

G -----
D9 '胴F胃回ーーーーー----

F 1 
ー・.回----甲車_---
.骨咽---回ーーーーーーー圃

土手
D9 ーーーーーー圃困圃凶---圃圃

BTl I 
ーーー--A6 

B6 

種別
藻蘇器一種

装飾・文様・地文・器面調整・胎土など 炭化物・顔料等

続事語語続続続縄渦瀦縄純縄縄文文文文王文文

体部上半:
深鉢ー一一一一

よ体徐孝一ー蔀部蔀ー;王;tE-L平LhF-;:: デ支芳r;-キF胎Jγ:--s王デ6デ王ー稜;;-稜質l百賀一王一一一i一硬一一一一一質一一一一ー
'・---ーーーー圃困凶.胴--ーーーー圃凶凶回-----

言深葉鉢鉢ーーーーー 芥外商阿古ス天ス王え一一ーー

深鉢一一ー 体蔀す平J 外面スス

深深長鉢鉢ー日ー--
体体部蔀;下t平平:一 デ;胎王:稜賀一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

内面コゲ

続編支 諜鉢------体一部主一半一: デ;一丙面:三芳:キ工iニ:デγ面王1軟質一一一一一一一 外一面一天文一一ー白血ー

続続縞編支支ーー
操言語ー鉢鉢島守ー一一一
ー岸休日部部下ニド半平一 質デデ一一一;一1一5一王一一i一軟一一一質…一一一一一一一一 』圃圃圃凶困岨岨M降開-----------_ー・--・伺---

王師器ー日 器官ー一一一一
ー・圃岨凶岨帽闘--田ーーーーーーー-ーーーー

王師師器器ー島司 鉢鉢 一 頚部二L~4J-肩肩;口子ス-部t蔀蔀ゲ-一白ヲ:子/，_ろ手ケうゲこFヌヌぷ〆-干二ス二ζよヲ 芝3芳ザ守 a一…司一-丙苗ガ
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V 盛岡周辺の関連遺跡

近年、岩手県内においても、終末期の弥生土器や続縄文土器、古式土師器が出土したり、関連遺構

が検出される例が増えているが、ここでは北上川上流域である盛岡周辺(西根町、岩手町、玉山村、

滝沢村、雫石町、盛岡市)における該期の遺跡について集成をおこなった(遺跡の番号は、第27図の

遺跡分布図と対応する)。なお、盛岡市教育委員会で調査を行った遺跡のうち未報告のものの詳細は

後日報告予定であるので、関連する遺物についてのみ一部を図化し掲載した。また、採集遺物につい

ても一部を図化し掲載した。

1 暮坪遺跡(西根町寺田字暮坪、高橋・武田1982)

立地:丘陵の中の沢 遺物:北大I式、弥生終末? 出土状況:表面採集(高橋昭治)

2 上斗内E遺跡(西根町寺田字上斗内、(財)岩手県埋蔵文化財センター1984)

立地:松川支流沿いのE陵低位段E 年次・主体:S57 (財)県埋丈センター 遺構:なし

遺物:北大I式 出土状況:遺構外

3 堀明遺跡(西根町平館字堀切、斎藤1993) 遺物:後北式ワ

4 御堂観音上遺跡(岩手町御堂、岩手町教委1995)遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(高橋昭治)

5 小山沢 I遺跡(岩手町小山沢、高橋・武田1982) 遺物:後北C2-D式?

6 尾目部 I遺跡(岩手町沼宮内字尾呂部、草間1976) 遺物:弥生終末?

7 大坊宜遺跡(岩手町大坊、岩手県立博物館1982) 遺物:赤穴式 出土状況:表面採集(高橋昭治)

8 大安良遺跡(岩手町沼宮内、草間1976) 遺物:弥生終末?

9 苗代沢C遺跡(岩手町苗代沢、高橋1965，佐藤1976，高橋・武田1982)

立地:北上川北岸の河岸段E 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(高橋昭治)

10 犬袋遺跡(岩手町犬袋、高橋・武田1982)

立地:北上川の河岸段丘 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(高橋昭治)

11 墨田遺跡(岩手町一方井字久保、草間1976) 遺物:弥生終末?

12 仏沢遺跡(岩手町黒石字仏沢、草間1976，斎藤1993) 遺物赤穴式

13 大股開拓遺跡(岩手町一方井18地割、岩手町教育委員会1996)

立地:七時雨山山麓E陵地 年次・主体:H7岩手町教委 遺構:なし 遺物:赤穴式

出土状況:表土、表面採集(高橋昭治)

14 黒内開拓遺跡(岩手町一方井宇黒内、草間1976) 遺物:弥生終末?

15 仙波堤遺跡(岩手町久保宇沢口、草間1976) 遺物:弥生終末?

16 稲荷山遺跡(岩手町浮島、高橋・武田1982)

立地:浮島古墳群北の丘陵突端 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(高橋昭治)

17 新道平遺跡(岩手町川口、草間1976) 年次・主体:S49岩手大学 遺物:赤穴式
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18 川口]] (J 11口松原)遺跡(岩手町子抱、草間1976) 遺物 弥生終末?

19 川口 I遺跡(岩手町川口12地割二ツ森、(財)岩手県埋蔵文化財センター1984)

立地:北上川東岸の低位段正

遺物:赤穴式、後二|じC2-D式

年次・主体:S57. 58 (財)県埋丈センター

出土状況:遺構外

20 芋田遺跡(玉山村芋田、吉田・武田1970，高橋・武田1982、第37図)

遺構:土墳墓?

立地:北上川東岸の段丘端部 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(武同良夫)

21 武道遺跡(玉山村武道、高橋・武田1982、第37図)

立地:北上川東岸の段E端部遺物:赤穴式、後北C2-D式 出土状況:表面採集(武田良夫ほか)

22 下回八幡館(牡丹野)遺跡(玉山村渋民牡丹野、吉田・武田1970，佐藤1976)

立地:北上川西岸の台地 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(武田良夫)

23 大石渡V遺跡(滝沢村滝沢字大石渡、滝沢村教育委員会1995，岩手考古学会1996)

立地:諸葛川支流に挟まれた山地緩斜面 年次・主体:H6.7滝沢村教委 遺構:焼土

遺物:赤穴式、後北C2-D式、塩釜式、ラウンドスクレイパ一、黒曜石

出土状況:焼土内およびその周辺、遺構外

24 大石渡田遺跡(滝沢村滝沢字大石渡、滝沢村教育委員会1995) 遺物:弥生終末?

25 大石渡遺跡(滝沢村滝沢字上中村・大石渡、滝沢村教育委員会1993)

立地:木賊川と諸葛川に開析された緩斜面 年次・主体:H4滝沢村教委 遺構:土墳墓つ

遺物 赤穴式、後北C2-D式、ラウンドスクレイパー、黒曜石、管玉 H'r土状況:土墳理土ほか

26 湯舟沢E遺跡(滝沢村滝沢字湯舟沢、滝沢村教育委員会1991ほか滝沢村教委の御教示)

立地:市兵衛川沿いの低位段正 年次・主体:H2滝沢村教委 遺構:なし 遺物:天王山式

出土状況:遺構外

27 湯舟沢田遺跡(滝沢村滝沢字湯舟沢、滝沢村教育委員会1986)

立地:市兵衛川沿いの低位段E 年次・主体:S57. 58滝沢村教委、(財)県埋丈センター

遺構:住居跡 遺物:天王山式、後北C2-D式 出土状況:住居埋士、遺構外

28 湯舟沢vlll遺跡(滝沢村滝沢字湯舟沢、滝沢村教育委員会1986)

立地:市兵衛川沿いの低位段正 年次・主体:S57. 58滝沢村教委、(財)県埋丈センター

遺構:なし 遺物:天王山式 出土状況:遺構外

29 湯舟沢X遺跡(滝沢村滝沢字湯舟沢、滝沢村教育委員会1986)

立地:市兵衛JII沿いの低位段E 年次・主体:S57. 58滝沢村教委、(財)県埋文センター

遺構:なし 遺物:天王山式、後北C2-D式 出土状況:遺構外

30 湯舟沢町遺跡(滝沢村滝沢字湯舟沢、滝沢村教育委員会1990)

立地:市兵衛川沿いの低f立段丘 遺物:天王山式 出土状況:表面採集(滝沢村教委)

31 湯舟沢)江遺跡(滝沢村滝沢字湯舟沢、滝沢村教育委員会1995)

立地:市兵衛JII沿いの低位段丘 遺物:弥生終末? 出土状況:表面採集 Ci竜沢村教委)

32 けやきの平団地遺跡(滝沢村滝沢字湯舟沢、滝沢村教育委員会1995) 遺物:弥生終末?

33 外山N遺跡(滝沢村滝沢字外山、滝沢村教育委員会1991)

立地:諸葛川支流に開析された南東緩斜面 遺物:赤穴式 出土状況:表面採集(滝沢村教委)

34 狐洞山遺跡(滝沢村滝沢字平蔵沢、滝沢村教育委員会1995) 遺物:弥生終末?
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35 耳取遺跡(滝沢村滝沢字耳取、滝沢村教育委員会1986)

立地:諸葛JlIと支流による谷底平野に接する緩斜面 年次・主体:S59. 60 (1次)滝沢村教委

遺構:なし 遺物:塩釜式 出土状況:遺構外

36 室小路15遺跡(滝沢村滝沢字室小路、滝沢村教委の御教示)

年次・主体:回滝沢村教委 遺物:赤穴式、後北C2-D式 出土状況:遺構外

37 室小路10遺跡(滝沢村滝沢宇室小路、滝沢村教育委員会1995) 遺物:弥生終末ワ

38 高柳遺跡(滝沢村鵜飼宇高柳ほか、滝沢村教育委員会1987)

立地:諸葛川西岸の低位段E 年次・主体:S60. 62 (2.3次)滝沢村教委 遺構:なし

遺物:北大皿式、黒曜石 出土状況:古墳時代の遺構埋土、遺構外

39 仏沢E遺跡(滝沢村鵜飼字鬼越、滝沢村教育委員会1995) 遺物:弥生終末?

40 仏沢E遺跡(滝沢村鵜飼字鬼越・黒沢、滝沢村教育委員会1987，1993，高橋輿右衛門・高橋信雄1991)

立地:沢沿いに形成された緩斜面 年次・主体:S61. H2滝沢村教委 遺構:土墳墓?

遺物:赤穴式、後北C2-D式、塩釜式、ラウンドスクレイパ一、黒曜石

出土状況:包含層、土墳埋土

41 御仮屋山館遺跡(滝沢村話鳥飼字稲荷、滝沢村教委の御教示)

年次・主体:H8 (試掘)滝沢村教委 遺物:赤穴式 出土状況:試掘トレンチ

42 大釜舘遺跡(~竜沢村大釜字外館、滝沢村教委の御教示)

年次・主体:H5滝沢村教委 遺物:赤穴式

43 参郷の森遺跡(滝沢村大沢字参郷の森、武田1978)

出土状況:中世の遺構埋土ほか

遺物:赤穴式 出土状況:表面採集(武田良夫)

44 白山遺跡(滝沢村大釜字白山、滝沢村教育委員会1995) 遺物:弥生終末?

45 八幡宮遺跡(滝沢村大釜字釜口、滝沢村教育委員会1995) 遺物:弥生終末つ

46 仁沢瀬町遺跡(滝沢村大釜字仁沢瀬、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1993)

立地:雫石川北岸の小岩井台地縁辺 年次・主体:H3 (財)県埋文センター 遺構:土旗

遺物:後北C2-D式、北大式、住社式、ラウンドスクレイパー 出土状況:土壌埋土ほか

47 早坂森遺跡(雫石町西山、高橋・武田1982)

遺物:丘陵末端の西に開く沢 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(武田良夫)

48 伝久遺跡(雫石町西安庭学伝久、(財)岩手県埋蔵文化財センター1981)

立地:雫石川支流南岸の洪積低位段正 年次・主体:S49県埋丈センター 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:遺構外

49 上野遺跡(盛岡市繋字上野、(財)岩手県埋蔵文化財センタ-1980)

立地:雫石川南岸の尾根状台地先端部 年次・主体:S52県埋丈センター 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:包含層内

50 繋V遺跡(盛岡市繋字館市、盛岡市教育委員会1995)

立地:雫石川南岸の低位段正 年次・主体:H6 (18次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式、後北C2-D式 出土状況:包含層上部

51 繋VI遺跡(盛岡市繋字科内沢、(財)岩手県埋蔵文化財センター1980)

立地:雫石川南岸の山地末端部 年次・主体:S52県埋丈センター 遺構:土墳

遺物:天王山式 出土状況:土旗埋土内
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52 上猪去遺跡(盛岡市猪去上平、盛岡市教育委員会1991)

立地:雫石川南岸の中位段正縁辺 年次・主体:日2(1次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:平安以降の遺構埋土および包含層

53 猪去館遺跡(盛岡市猪去上平、盛岡市教育委員会1989)

立地:雫石川南岸の中位段正縁辺 年次・主体:S63 (1次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:後北C2-D式 出土状況:平安の遺構検出面

54 オミ坂遺跡(盛岡市上鹿妻蟹沢、盛岡市中央公民館1972)

立地:飯岡山北側斜面 年次・主体:S38岩手大学・盛岡市公民館 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:包含層?

55 月見山(月山)遺跡(盛岡市上飯岡第23地割山中、吉田・武田1970、第37図)

立地:飯岡山北東裾部 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(武田良夫)

56 八卦遺跡(盛岡市中太田八卦、第31図)

立地:雫石川南岸低位沖積段正 年次・主体:S63. H2 (3.4.5次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:遺構検出面および表土

57 志波城跡(盛岡市下太田方八丁ほか、盛岡市教育委員会1986)

立地:雫石川南岸低位沖積段丘 年次・主体:S55. 58 (16.30次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:遺構外

58 台太郎遺跡(盛岡市向中野台太郎、盛岡市教育委員会1987、第30図)

立地:雫石川南岸の低位沖積段正 年次・主体:S60 (3. 4次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式、後北C2-D式 出土状況:奈良・平安の遺構埋土および表土

59 大新町遺跡(盛岡市大新町・南青山町、第28図)

立地:滝沢台地の南西縁辺 遺物:赤穴式、アメリカ式石搬 出土状況:表面採集(盛岡市教委)

60 前九年遺跡(盛岡市前九年一・二丁目・大新町、第28図)

立地:滝沢台地の南縁辺 年次・主体:H5 (3次)盛岡市教委 遺構:溝跡 遺物:赤穴式

出土状況:溝埋土および包含層上部

61 宿回遺跡(盛岡市前九年一丁目、第29図)

立地:滝沢台地南縁辺 年次・主体:H2 (1次)盛岡市教委 遺構:円形周溝、溝、土墳墓?

遺物:赤穴式、北大I式、南小泉式、ラウンドスクレイパ一、黒曜石

出土状況:遺構埋土および包含層

62 黒石野遺跡(盛岡市黒石野1了目、盛岡市教育委員会1989、第28図)

立地:四卜四回丘陵西縁辺 年次・主体 :H元(1次) 遺構:なし

遺物:ラウンドスクレイパ一、黒曜石 出土状況:トレンチ内

63 歳ノ神遺跡(盛岡市山岸名乗、盛岡市教育委員会1985)

立地:四十四回丘陵南部の東麓緩斜面 年次・主体:S57 (1次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:表土および遺物包含層上部

64 新茶屋遺跡(盛岡市山岸六丁目、第30図)

立地:丘陵に固まれた南向きの緩斜面 年次・主体:H7 (2次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:包含層上部
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65 銭神沢遺跡(盛岡市山岸銭神沢、武田1978、第32図)

立地:愛宕山南東緩斜面 遺物:天王山式、赤穴式 出土状況:表面採集(武田良夫)

66 蒼前遺跡(盛岡市山岸合問、盛岡市教育委員会1972)

立地:丘陵南斜面 遺物:天王山式 出土状況:表面採集(盛岡市中央公民館)

67 屠牛場遺跡(盛岡市山岸三丁目、吉田・武田1970，佐藤1976、高橋・武田1982)

立地:永福寺山南西裾部 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(武田良夫)

68 稲荷社前遺跡(盛岡市下米内大亘門、武田1978)

立地:米内川西岸の小正陵斜面 遺物:天王山式、赤穴式 出土状況:表面採集(武田良夫)

69 向館遺跡(盛岡市上米内米内沢、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1994)

立地:米内JII北岸の小起伏111:[也裾部 年次・主体:H4 (財)県埋丈センター 遺構:なし

遺物:後北C2-D式 出土状況:遺構外

70 一本松遺跡(盛岡市下米内一本松、武田1978、第33~36図)

立地:一本松沢北の小起伏山地尾根 遺物:赤穴式 出土状況:表面採集(武田良夫、盛岡市教委)

71 熊ノ沢遺跡(盛岡市下米内一本松)

立地:一本松沢北の小起伏山地西斜面 遺物:赤穴式 出土状況:表面採集(盛岡市中央公民館)

72 鼻子遺跡(盛岡市東新庄二丁目、盛岡市教育委員会1972)

立地:岩山西麓南斜面 遺物:天王山式 出土状況:表面採集(盛岡市中央公民館)

73 前野遺跡(盛岡市浅岸前野)

立地:中津川南岸の低位段丘 年次・主体:H8(2次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式、後北C2-D式 出土状況:包含層内

74 大塚遺跡(盛岡市浅岸大塚、第29図)

立地:中津川南岸の低位段E 年次・主体:H5 (7次)盛岡市教委 遺構:なし

遺物:赤穴式、北大I式 出土状況:表土

75 柿ノ木平遺跡(盛岡市浅岸柿ノ木平、第29図)

立地:中津川南岸の中位段丘 年次・主体:H8 (10次.試掘)盛岡市教委 遺構:土墳墓?

遺物:赤穴式、後北C2-D式 出土状況:土墳埋土、包含層内、試掘トレンチ

76 向田遺跡(盛岡市浅岸向田、盛岡市教育委員会1972)

立地:岩山北西裾部 遺物:赤穴式 出土状況:表面採集(盛岡市中央公民館)

77 岩山南遺跡(盛岡市東中野大久保、盛岡市教育委員会1986)

立地:築川北岸の山間部にある崖錘性扇状地 年次・主体:S57~59 (1 ~3次)盛岡市教委

遺構:なし 遺物:赤穴式、後北C2-D式 出土状況:表土および二次堆積層内

78 八木田 I遺跡(盛岡市新庄上八木田、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1995)

立地:八木田沢による谷底平地縁辺の緩斜面 年次・主体:H3 (財)県埋丈センター

遺構:陥し穴? (埋土上部に白色火山灰) 遺物:赤穴式 出土状況:遺構外

79 八木田E遺跡(盛岡市新庄上八木田、(財)岩手県丈化振興事業団埋蔵文化財センター1993)

立地:八木田沢による谷底平地縁辺の緩斜面 年次・主体:H3(財)県埋丈センター

遺構:陥し穴? (埋土上部に白色火山灰) 遺物:なし
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80 八木田E遺跡(盛岡市新庄上八木田、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1992)

立地:八木田沢による谷底平地縁辺の緩斜面 年次・主体:H2(財)県埋文センター 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:遺構外

81 八木田町遺跡(盛岡市新庄上八木田、(財)岩手県丈化振興事業団埋蔵文化財センター1992)

立地:八木田沢による谷底平地縁辺の緩斜面 年次・主体:H2 (財)県埋丈センター

遺物:赤穴式、後北C2-D式、塩釜式? 出土状況:平安の遺構検出面、遺構外

82 八木同V遺跡(盛岡市新庄上八木田、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1992)

立地:八木田沢による谷底平地縁辺の緩斜面 年次・主体:H2(財)県埋文センター 遺構:なし

遺物:赤穴式 出土状況:遺構外

83 川目A遺跡(盛岡市川目第5地割、吉田・武田1970)

立地:築川南岸の低位段正 遺物:後北C2-D式 出土状況:表面採集(武田良夫)

84 川目C遺跡(盛岡市川目第6地割、岩手考古学会1996)

立地:築川北岸の舌状になった高位段正 年次・主体:H6.7 (1. 2次)盛岡市教委

遺構:陥し穴?(埋土上部に白色火山灰) 遺物:赤穴式 出土状況:陥し穴埋土最下層

部 手代木沢岩陰遺跡(盛同市砂子沢手代木沢、神原1987)

立地:桐ノ木沢支稜の山林内 遺物:赤穴式 出土状況:表面採集(盛岡市教委)

86 乙部方八丁遺跡(盛岡市乙部第32地割新閏、吉田・武田1970) 遺物:後北式つ
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VI 遺構・遺物の検討

1 .土壌墓

永福寺山遺跡検出の土墳墓

永福寺山遺跡で確認された土墳墓は、 E陵の頂部東半部において検出されているが、部分的

な調査のため遺跡全体での士墳墓の広がりは不明である。土墳墓の構築時期については、後述

するように III.N群土器(後北C2-D式期中段階・塩釜式期新段階)の時期と考えられる。以下

では比較的詳細のわかる土墳墓1~ 5について検討を行う。

形態 土墳墓1~ 5 の平面形はすべて楕円形であり、土墳墓 1~3 の底面には長軸両端に小ピット、

土墳墓4・5の底面には長軸端に袋状ピットと小ピットが検出されている。また規模も類似し

ており、長軸の上端が1. 34~ 1. 61m、下端が1. 14~ 1. 54m、短軸の上端が1.12~1. 22m、下端

が0.91~ 1. 10m 、 i呆さが0.61 ~0.84m となっている。

長軸線 土墳墓の長軸報を底面長軸両端に掘り込まれる一対のピット中央を通す線として当時の図面

から計測すると、土墳墓1~ 5 の長軸組の傾きの平均はN360Eを示し、各土墳墓ではN180~580

Eと40
0

の聞きがあるが、基本的には北東一南西方向に長軸線を求めて構築されているようであ

る。計測値が近い士墳墓1・3の長軸線の傾きの平均はN20
0E、同じく計測値が近い土墳墓2・

4の平均はN33.5
0
Eを示しており、 13.50の差が認められる。また、土墳墓5の長軸線の傾きは

N580Eを示し、土墳墓 1~ 4と比べやや東にふれている。

配置 土墳墓 1~5 は、北西一南東方向に並列しているが、土墳墓 2 ・ 3 が重複していること、ま

た土墳墓の長軸線の傾きの差から土墳墓1・3、士墳墓2・4という 2基一対の単位が考えら

れ、調査当時に士墳墓2が土墳墓3より新しいと認識されていることから、土墳墓2・4→土

墳墓1・3という構築の時間差が想定される。対となる土墳墓の長軸椋聞の距離は、土壌墓1・

3聞が3.55m、土墳墓2・4聞が3.32mと近似した数値となっている。

ピット群 これら土墳墓周囲にはピット群が検出されている。ピットの径は0.15m前後、深さは0.3m前

後あり、各土墳墓の周囲に円~半円状に分布している。当時の図面を検討すると、屈曲する断

面のものが多いことから、それらは木根など自然の撹乱である可能性があり、ピット群すべて

が土墳墓に付随するものとは考えられない。しかし、土墳墓1の北東にある P3からは鉄鎌が

2点出土しており、埋納施設としてのピットも存在するようである。土墳墓の周囲にピット群

が検出された例は少なく、北海道余市町天内山遺跡1・7号墳墓の周囲に検出された「柱穴状

の小孔J (余市町教育委員会1971) の例はあるが、構築時期が十勝茂寄式期と永福寺山遺跡よ

り新しい時期のものである。
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北海道・東北北部における土績墓の形態と変遷

次に、北海道・東北北部より検出されている古墳時代の土墳墓の形態について検討を行う。

なお土墳墓形態の諸特徴については下記のように、平面形を A~E、壁の付属施設を a~e 、 分類

底面の付属施設を 1~ 5に分類した。分類名称については各報文の記載を参照しながら再分類

したものである。

く半面形〉 〈壁の付属施設〉 く底面の付属施設〉

A 円形 日 片壁下端に袋状ピット 1片端にピット

B 楕円形 b 片壁上端に張出 2両端にピット

C 隅丸方形 C a . bに合口土器 3 四隅にピット

D 長方形 d 斜位・横位に土器埋設 4合口土器

E 方形 e なし 5 なし

円形土壌墓の検出例としては、北海道では、札幌市T3 6 1遺跡(札幌市教委1987)、百小 円形土績墓

牧市タプコプ遺跡(苫小牧市教委1984)、函館市石倉貝塚((財)北海道埋蔵文化財センタ一日

96)において多く検出されている。 T3 6 1遺跡・石倉貝塚ではAe5型の土墳墓が主体であ

り、少数ながらタプコプ遺掛においてはAe1~3 ・ 5 型の土墳墓が検出されている。この 3

遺跡では後北C2-D式期古~中段階の遺物が多く出土している。北海道においては、円形の平面

形を基調とし、頭部付近に遺物を副葬する墓制が縄文時代晩期以降、十勝茂寄式期まで地域差

を持ちながら踏襲される傾向にあるようである。

東北北部では後北式期の円形土墳墓はまだ確認されていない。

楕円形土墳墓の検出例としては、北海道では、後北C2-D式期中~新段階に相当する北海道恵 楕円形

庭市柏木B遺跡(恵庭市教委1981)、石狩町ワッカオイ遺跡(石狩町教委1975，1976)、余市町大 土壌墓

川遺跡(余市町教委1994) において、従来のA型ではなく B~E型の土墳墓が主体となっている。

ワッカオイ遺跡ではBd1.Bd5・Be 1・Be 5型など多様な形態の土墳墓が構築される。

東北北部では、永福寺山遺跡検出の土墳墓がBa 1型(土墳墓4・5) ・Be 2型(土墳墓

1 ~ 3)である。また、秋田県能代市寒JIIII遺跡(秋田県教育委員会1988)ではBa1.Be

2型の土墳墓が主体となっており、各土墳墓の長軸線はほぼ東西を示し、並列に間隔を持って

配置されている。若干の長軸線の傾きの違いから、永福寺山遺跡と向じく 2基一対の単位が想

定される。 l基を除いて各土墳墓底面からは、副葬品と考えられる後北C2-D式期中段階の深鉢・

注口付深鉢がIまたは 2個体出土しており、多くは正立状態にあり、口縁部に欠損(打ち欠き

? )が見られる以外は目立った破損はない。一方、埋土より出土した深鉢は底部を欠くなど本

来の機能(保存・煮沸)を失わせたものが多い。

このほか付属施設がない土壌墓の例としては、岩手県滝沢村大石渡遺跡(滝沢村教委1993)

において、 Be 5型の士墳墓が北西一南東方向に 3基並列して検出されたと報告されている。

各土墳墓の主軸方向は北東 南西方向を示し、土墳墓検出面より後北C2-D式期中段階の注口付

深鉢、黒曜石製石器・剥片などが出土している。また、滝沢村仏沢皿遺跡、ではBe 5型の土墳
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墓2基、 De5型の土墳墓4基が検出され、うち I基より後北C2-D式期新段階の深鉢(口縁部

~体部上半)が長軸東端埋土上面より倒立して出土している(;竜沢村教育委員会の御教示)0 

以上のように、東北北部では平面形が楕円形である士墳墓が主流であり、円:ll~が根強い北海

道と対照的である。なお、北海道においても後北C2-D式段階には東北北部からの影響と考えら

れる楕円形土墳墓も出現し、ワッカオイ遺跡のように楕円形が主体となる遺跡もあり、次第に

楕円形が円形と共存するようになる。

変遷 永福寺山遺跡検出の土墳墓は、寒J1III遺跡と類似した形態・構造を持ち、塩釜式期新段階=後

北C2-D式期中段階の構築年代とごとる。これらに後続する時期の例としては青森県天間林村森

ヶ沢遺跡(国立歴史民俗博物館1994)がある。森ヶ沢遺跡からは南小泉式期と考えられる Ba

5・Be 5型の土墳墓が多数検出され、付属する袋状ピットに須恵、器・土師器・北大式土器を

重ねて副葬しているものもある。これら 3遺跡の土墳墓形態に大きな変化は認められないこと

から、東北北部では、付属施設を伴う楕円形土墳墓を長軸を揃えて並列させる墓市Ijが塩釜式期

に出現し、南小泉式期まで踏襲されていたと考えられる。

一方、古墳文化が浸透している東北南部においては古墳とは別に、付属施設を伴わない長方

形・方形の土墳墓による在地墓制が存在する。宮城県蔵王国I諏訪館前遺跡(宮城県教委1992)

では南小泉式期のDe4型土墳墓が1基検出されており、部21固体、小形歪1個体を重ねて副

葬している。

楕円形土墳墓を主体とした東北北部の墓制も住社式期になると変化が現れる。岩手県滝沢村

仁沢瀬W遺跡((財)岩手県理丈センター1993)ではEb4型、秋田県横手市田久保下遺跡(秋

田県教委1992)ではDa4・Db4・DC5型の土墳墓が検出されており、東北地方南部から

の影響と考えられる長方形・方形土墳墓の一般化と合口土器を長軸上に副葬するという傾向が

強くなる。しかし一方では付属施設として袋状ピットを伴い、黒曜石片を散布するように、従

来からの要素も残っている。

しかし、栗囲式期になると岩手県北上市岩崎台地遺跡群((財)岩手県埋丈センター1995)で

見られるように黒曜石を伴いながらも古墳が出現し、以後東北北部を中心に各地で終末期古墳

群が造営されるようになり、従来の系統をくむ土墳墓は確認できず、その後の状況は不明である。

2 土器

永福寺山遺跡から出土した土器群は、

I群土器:縄文土器、 E群土器:弥生土器、皿群土器:続縄文土器、 W群土器:土師器

と大別できる。このうち、 I群土器については、縄文早期の日計式、中期の大木8a式、後期

の門前式などが出土している。以下、 II~N群土器について、土器群の特徴、編年的位置の検

討を行う。
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( 1) 1I群土器:弥生土器

8 器種・器形の分類

聾・童形土器

出土している弥生土器は完形のものがなく、小破片が多いことから、童形土器と壷形土器を

明確に分類することはできない。ただし、第16図1は、推定される頚部の径が比較的小さいこ

とから、壷形土器である百I能性がある。これら蓋・壷形土器を口縁部の断面形によって分類す

ると以下のようになる。

① 頚部が屈曲し、口縁部がやや受口状になるもの(第16図4，24，25)

②頚部が屈曲し、口縁部がひらくもの(第16図6，28，29)

③ 頚部の屈出がわずかで、口縁部にかけて緩やかに開くもの(第16図23，26，27，30)

口唇部形態は、平縁のものが多いが、第16図5は波状縁で頂部にキザミが入る。また底部に

ついては、平底のもの(第17図94) と上げ底のもの(第 8図9)がある。

蓋形土器

第17図95は、斐形土器にしては口縁部のひらきが大きく、口唇部のっくりも異質であること

から、笠状の蓋形土器の縁辺部と考えられる。また、第17図96も、底部にしては底面がやや盛

り上がり、沈報文が施丈され、摩滅痕もみられないことから、笠状の蓋形土器の頂部と考えら

れる。該期の蓋形土器の類例は盛岡市八木田V遺跡出土土器((財)岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センタ~1992) に見られる。

b.文様・装飾の分類

口縁部文様帯

① 交互利突丈:平行沈線開に上下から刺突を加える典型的技法のもの(第16図1，2)0 1は上

下2段に施丈され、下に斜行する附加条縄文帝が施丈されている。

② 鋸歯状刺突丈:交互刺突丈の退化技法と考えられ、平行沈椋の聞にななめに上下からの刺

突を加え、鋸歯状の文様となっている(第16図4)。

③ 刻日状列点丈:交互刺突文の退化技法と考えられ、平行沈線聞に連続して横から刺突を加え、

列点状の文様となっている(第24図34)。

④ 沈線丈 2本以上の平行沈線により丈様を描くもの O 文様の展開が十分わかるものがないも

のの、第16図4，7，9は弧状沈線丈、 8，10は菱状沈線文、 6，11は工字文風沈線丈、 13は同心

円状沈線文、 19，20は鋸l![j状沈線丈と考えられる。

① 縄文帯:斜行する附加条縄文が帯状にめぐるもの(第16図23，24，25，26)023には綾絡丈が

中央にみられる。

⑥ 無丈帯:口唇部直下が無丈帯となっているもの(第16凶29，30)。

頚部文様帯

① 縦位刺突列:第16図3・第24図33は、上方向からの刺突が列状にならぶ。

② 縄文帯:斜行するF>it加条縄文が帯状に施丈されるもの O 第16図24，36のように無文帯の中に
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C.胎土

d.顔料

斜行する附加条縄丈帯が施丈されるもの、 31，32のように無丈帯の下に斜行する附加条縄

文帯が施丈されるものがある。

③ 無文帯:第16図23，25，26など、口縁部が縄文帯となると、その下の頚部が無文帯となって

いる。

体部文様帯

① 羽状構成の附加条縄文が施丈されるもの(第16図38~46) 。

② 縦走または斜行する附加条縄文が施文されるもの(第16図1 ， 29~35 ， 37 ，第17図47~93 ，第

24図44~53) 。

胎土については、在地に縄文時代からよく見られるもので、砂粒を比較的多く含む明るい褐

色のものが多く、雲母や海綿骨針などは見られない。

ベンガラなどの顔料の付着は観察されなかった。

e.炭化物

器面に炭化物の付着が観察されるものもあるが、それらは外面にコゲ状のこびりつきやスス

状のわずかな炭化物がみられるもので、内面にまで炭化物の付着が観察できたものは少ない

(第四図24)。また、スス状に比べ、コゲ状の付着が見られるものはわずかであったO

f. II群土器の編年的位置

本遺跡出土E群土器は、その口縁部の文様等から以下のように類型化できると考えられる o

E群a類:口縁部に典型的な交互刺突丈が施文されるもの(第16図1，2)。

b類:口縁部に退化した交互刺突文が施丈されるもの(第16図4)。

c 類:口縁部に 2 本以上の平行沈線による各種沈線丈が施丈されるもの(第16図4~22) 。

d 類:口縁部に附加状縄文帯が施丈されるもの(第16図23~28) 。

e類:口縁部が無文帯となるもの(第16図29，30)。

さて、岩手県における弥生終末期土器群は、交互刺突丈の存在から「天王山式系」と認識さ

れ、これまで「常盤式J I湯舟沢式J I赤穴式」といった土器型式が設定されてきた(小田野

1987)。斉藤邦雄 (1993)は交互刺突文のバリエーションを時間差ととらえて編年を整理し、

交互刺突丈様浮線丈段階 → 交互刺突丈段階→退化交互刺突文段階 → 特殊撚糸丈段階

(常盤式) (湯舟沢式)

天王山式相当段階 赤穴式相当段階

という考えを示した。以下では、この考えを基準に各段階を天王山式期古段階・新段階、赤穴
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式期古段階・新段階と呼称し、北上川上流域における弥生終末期土器群を検討する。

銭神沢遺跡出土土器(第32図) :武田良夫による採集資料を検討すると以下のように類型化

できる。

a類:二重口縁で、上下からの縦位の刺突列やキザミが施文されるもの(第32図1，2，4)。

b類:二重口縁で、交互刺突文様浮線文が施丈されるもの(第32図3，5，6，7)。

c類:口縁部または休部上半に平行沈線開の刻目状交互列点丈が施丈されるもの(第32図9，11， 

12)。

d類:列点丈が重層して施丈されるもの(第32図10)。

e類 1本沈線による沈線丈。第32図13は縦位の鋸歯状沈親丈、 30は葉状沈線丈である。

f 類 2 本以上の平行沈線による直線的な沈線丈が施丈されるもの(第32図14~26) 。

g 類 2 本以上の平行沈椋による弧状沈線文(第32図27~29) 。

h類:口縁部に附加条縄文が施丈されるもの(第32図8)。

体部破片の多くは斜行または縦走する単節縄文が施丈されている。

以上のうち、 a. b . f類は天王山式期古段階、 c・d. e・g'h類は赤穴式期古段階に

相当すると考えられる。

湯舟沢II!'VIII.X遺跡出土土器(滝沢村教委1986) 竪穴住居跡、遺構外から出土した「湯

舟沢田類土器」は「湯舟沢式」の標式資料であり、天王山式期新段階に相当する。

繋VI遺跡出土土器((財)岩手県埋丈センター1980) 土壌埋土より同一個体の土器片が出土

しており、典型的な技法の交互刺突丈の存在から天王山式期新段階に相当すると考えられる。

八木田II!'V遺跡出土土器((財)岩手県埋丈センタ~1992) 遺構外から出土している第VI

群土器は、退化した交互刺突文や 2本以上の平行沈線による菱状・鋸歯状・連弧状などの沈線

丈、斜行・縦走する間加条縄文がみられることなどから、赤穴式期古段階に相当すると考えら

れる。

一本松遺跡出土土器(第33~36図) :武田良夫などによる採集資料を検討すると以下のよう

に類型化できる。

a類:平行沈線間に上下ーから刺突を加える典型的な交互刺突丈が施丈されるもの(第33図1)。

b 類:退化した交互刺突文が施文されるもの。第33図2~4は平行沈線開の刻目状交互列点丈、

第33図5 ・第36図110 ・ 111は平行沈線聞の刻日状列点丈、第33図6~9 ・第36図112 ・ 113は平

行沈娘聞の鋸歯状刺突丈、第33図10~13は平行沈線聞の格子状刺突丈、第33図14は平行沈線

開の綾杉状刺突文である。

c 類 2 本以上の平行沈線による沈線丈(第33図15~第34図71 ，第36図113~136)。

d 類:口縁部に絡条体圧痕文が施丈されるもの(第34図72~77，第36図137)。

e 類:口縁部に附加条縄文帯が施丈されるもの(第34図78~83 ，第36図138~141)。

f類:口縁部が無文帯となるもの(第35図84，第36図142)。

体部破片のほとんどは斜行または縦走する附加条縄文で、綾絡文が見られるものもある。

以上のうち、 a類の 1点のみが天王山式期新段階の特徴を示すものの、その他はすべて赤穴

式期古段階に相当すると考えられ、 a類は古い要素が残って存在したものと考えられる。

八卦遺跡出土土器(第31図) :第 3~5 次調査において出土した土器群のうち、典型的な交
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互刺突丈を持つもの(第31図2) は天王山式期新段簡の特徴を示すものの、口縁部に 2本の平行

沈線による連弧状沈線丈が施丈されるもの(第31図1)、口縁部に|制加条縄文帯が施文されるも

の(第31凶6) は、赤穴式期古段階に相当すると考えられる。

台太郎遺跡出土土器(第30図) :第3・4次調査において出土した土器群のうち、羽状の削

加条縄文帯が施文されるもの(第30図4，5)は、赤穴式期新段階に相当すると考えられる。

前九年遺跡出土土器(第28図) :第3次調査において出土した土器群には附加条縄文の施丈

されたもののみがあり、特に第28図2は羽状構成となっている。また、第28図1は長頚査になる

と考えられ、これらは赤穴式期新段階に相当すると考えられる。

才ミ坂遺跡出土土器(盛岡市中央公民館1972) 昭和38年調査で出土したもので、体部に 3

本の平行沈線による流水状の工字文風沈線丈が施丈される長頚査であることから、赤穴式期新

段階に相当すると考えられる。

ここで以上の土器群と永福寺山遺跡E群土器を比較してみると、典型的技法の交互刺突文を

持つ a類の 2点は天王山式期新段階の特徴が見られるものの、その他はすべて赤穴式古段階に

相当すると考えられ、一本松遺跡出土土器群の様相と類似している。よってa類は古い要素が

残ったものと考え、永福寺山遺跡E群土器は、赤穴式期古段階に編年的に位置付けられる。

(2) 1lI群土器:続縄文土器

8司器種・器形の分類

深鉢形土器

出土している続縄文土器は完形のものがなく、小破片が多いため、明確に注口付とわかるも

の以外は、すべて深鉢形に分類した。口縁部の断面形を観察すると、ほとんどは体部上半がふ

くらみ、口縁部にかけて内湾する器形と考えられる(第10図1，2，6，第14図1，2，第18図100，101，

127)。口唇部形態は、波状縁のものが存在するのは確かだが(第14図2，第四国98，99，129，130，

第23図3，4，5)、平縁のものもあるかどうかは、破片のみでは判断が難しい。底部は、平底のも

の(第7図7，第11図21，25，第15図18，第20図236，238，第23図30，31)、上底のもの(第20図237)、

平底で底面に丈様のあるもの(第15図9，第23図32)がある。

注口付深鉢形土器

器形的には深鉢形土器とほとんど変わらないと考えられるが、注口部分のあるもの、注口部

分へのふくらみのあるものを注目付深鉢形土器と分類した。口唇部の形状は、注口部分で山形

に外反している(第15図9，第23図1)。注口部は、径が大きく短いもの(第15図9，第23図1)、

径が小さく長めのもの(第18図97，第23図2)がある。

b.文様・装飾の分類

口縁部文様帯

① 口唇に平行な 2本の隆線を貼り付けて口唇と隆線にキザミを加え、隆線聞に三角または円

形刺突列を施〕とするもの(第10図10，第14図2，4，第15図9，第18図123，124，第23図1，4，6，7，8，9)。

波状縁の頂部では縦位の隆線も貼り付けられている(第23図4)。
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② ①と類似するが、隆線聞に刺突列のないもの(第8図1，第10図1，4，8，第14図1，3，4，5，第18図

98， 100~ 105， 108~ 122，第23図3，5，10，12~ 16)。やはり波状縁の頂部では縦位の隆線が貼り

付けられている(第10図4，第四図98，第23図3，5)。

③ 口唇に平行に l本の隆線を貼り付けて口唇と隆線にキザミを加えたもの(第10図5，6，9，第

18図126~133)。

④ 口唇に平行に微隆線に挟まれた帯縄文が施丈され、口唇にキザミを加えたもの(第10図7，

第23図19)。

体部上半文様帯

①微隆線に挟まれた帯縄文が弧状に組み合い、その聞に三角または円形刺突列を施丈するも

のO 文様モチーフの全体構成が明確にわかるものはないが、多くの体部上手二破片はこれに分

類される。

②微隆線に挟まれた帯縄文が横位または縦位に組み合い、その聞に三角刺突列を施文するも

の(第10図6，9，第18図128)。

③ 徹隆線に挟まれた帯縄文が斜位または縦位に組み合い、刺突列が施丈されないもの(第18

図129，130)。

④ 概陸線のない帯縄文のみが縦位に施丈されるもの(第23図19)。

体部下半文様帯

①微隆線に挟まれた帯縄文が縦位に施丈され、三角刺突列が加えられたもの(第15図的。

②微陸線に挟まれた帯縄文が縦位に施丈されるもの(第20図237，第23図30)。

①微陸線のない帯縄文のみが縦位に施丈されるもの O 多くの休部下半破片がこれに分類され

る。

底部文様

第15図9は、底面に微隆線のない帯縄文が十字に施丈され、その聞に三角刺突列が加えられて

いる。また、第23図32も類似の文様が施丈されていると考えられるが、底面周縁にキザミが加

えられている。

C.胎土

胎土については、その特徴からι下の 3つに分類できる。
① 砂粒を含む硬質の胎土で、色調は暗く、やや薄手に作られているものが多い。

②砂粒が少なく、海綿動物骨針を多く含む胎土で、色調は①に類似し、やや薄手に作られて

いる。

③砂粒が少なく、土師器に類似した軟質の胎土で、色調は明るく、やや厚手に作られている。

d 顔料等

赤色顔料であるベンガラが付着していたり、赤色・白色の化粧土が用いられているものがい

くつか存在する。

① ベンガラが、帯縄文を挟む微隆椋に付着しているもの(第10図2，第11図19，第14図 1，第

15図9，第19図177)。
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② 赤色化粧土が帯縄文を挟む微隆椋に用いられているもの(第四図100，116，第23図15)。

① 白色化粧土が帯縄丈を挟む微陸線に用いられているもの(第10図6，第15図10，11，第19図

169，187，192，193，第20図205，216，第23図14，17，27)。

e，炭化物
炭化物の付着が見られるものが多く、外内面にコゲ状のこびりつきやスス状のわずかな炭化

物が観察できる。ベンガラや白色化粧土の見られる土器でも、炭化物が付着しているものもあ

る(第10凶2，6，第11凶19，第14凶1，第15凶9，10)。

f， m群土器の編年的位置
本遺跡出土皿群土器は、その口縁部や体部上半の文様等から以下のように類型化できると考

えられる。

国群a類:口縁部に口唇に平行な隆親2本を貼り付けキザミを加え、体部上半は微隆線に挟ま

れた帯縄文が弧状に組み合い、三角形または円形刺突列が施丈されるもの(第8図1，第

10図 1 ， 2 ，第14図1~5 ，第15図9 ，第18図98 ， 100~ 105 ， 123 ，第23図 1 ， 3~15) 。

b類:口縁部に口唇に平行な隆椋1本を貼り付けキザミを加え、体部上半は微隆線に挟ま

れた帯縄文が弧状に組み合い、三角形または円形刺突列が施文されるもの(第10図5，第

18図126，127)。

c類:口縁部に口唇に平行な隆椋1本を貼り付けキザミを加え、体部上半は微隆線に挟ま

れた帯縄文が横位または縦位に組み合い、三角形刺突列が施丈されるもの(第10図6，9，

第四国128)。

d類:口縁部に口唇に平行な隆線1本を貼り付けキザミを加え、体部上半は徹隆線に挟ま

れた帯縄文が斜位または縦位に組み合い、刺突列が施丈されないもの(第18図129，130)。

e類:口縁部に口唇に平行に微隆練に挟まれた帯縄文が施丈され、体部上半は微陸線のな

い帯縄文のみが縦位に施文されるもの(第10図7，第23図19)。

さて、旧群土器については、微隆線や帯縄文、刺突列などの特徴から、続縄文土器の中でも

後北C2-D式期に属すると考えられる。北海道に分布の中心を持つ後北C2-D式土器については、

上野秀一(1992)によって、

K135遺跡4丁目地点VlI1群土器→K135遺跡4丁目地点VlI2群土器→

石狩八幡町遺跡ワッカオイ地点D地区出土土器群

と3段階に細分する考えが示されている。

また、斎藤邦夫(1993)は、岩手県内出土の後北式土器を文様要素、文様展開、施丈手法など

から、

①微隆線に挟まれた帯縄文による円環状・連弧状・弧状を主要なモチーフとする一群

② 沈線に挟まれた帯縄文による円環状・弧状を主要なモチーフとする一群

③ 口縁部にキザミを加えた隆線が巡り、帯縄文が斜位に展開する一群

の3つにグルーピングし、①を後北C2-D式隆盛期の段階、②③を後北C2-D式隆盛期より後出の

段階とする考えを示している。上野による細分をそれぞれ後北C2-D式期古段階・中段階・新段
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階と呼称すると、概ね①群は古・中段階、②③群は新段階に相当すると考えられる。

ここで永福寺山遺跡皿群土器を検討すると、 d、e類が刺突列、口縁部の隆椋といった文様

要素を欠落しているものの、各類とも微隆線に挟まれた帯縄文は存在しており、一方で明確に

円環状のモチーフがないこと、口縁部のキザミを加えた陸線が2本のものが多いことなどから、

永福寺山遺跡阻群土器はK135遺跡4丁目地点Vll2群土器に様相が近いと考えられ、後北C2-D式

期中段階に編年的に位置づけられる。

また、出土点数は少ないものの盛岡周辺出土の続縄文土器について検討してみると、台太郎

遺跡出土の第30図14~22、月見山遺跡出土の第37図1~9、猪去館遺跡出土続縄文土器(盛岡市

教育委員会1989)は永福寺山遺跡E群土器と類似しており、後北C2-D式期中段階に、武道遺跡

出土の第37図10、芋旧遺跡出土の第37図18、仏沢田遺跡出土続縄文土器(高橋・高橋1991)は

後北C2-D式期新段階、宿田遺跡出土の第29図4は北大I式期に相当すると考えられる。

(3) IV群土器:土師器

8.器種・器形の分類

出土している土師器は完形のものがなく小破片が多いため、図示できた資料について、 口出家

部など部位的な特徴により分類を行った。

(第21図239)。脚部のみで、外反しながら八字形に広がるもので

ある。円窓、は見られない。器面調整は丁寧なタテ方向のヘラミガキで、内面はナデが施される。

高杯

器台

図示できたのは l点である

図示できたのは 3点である(第8図10，第12図27，第24図54)0 3点とも内湾しながら外傾して

のびる杯部のみ残存する。器面調整はヨコナデの後に丁寧なヘラミガキが施される。

S本

口縁部の形図示できたものは15点である。口縁部・胴部を欠損しているものが多いものの、

口縁部が屈曲して外上方にのびるもの

口縁部が屈曲して内湾しながら外上方にのびるもの

口縁部が屈曲して内湾しながら大きく外上方にのびるもの

口縁部が外反して大きく聞くもの(第21図241)。

口縁部が直線的に大きく外上方にのびるもの(第13図1，第21図250，第24図56)。第22図271

はこの類型の口縁部に付く体部と考えられ、坊となる。

器面調整は外面のくびれ部に前段階のハケメやナデが残るものがある。

(第21図244)。

(第12図31，第21図240，246)。

(第21図242，243)。

態から分類すると以下のようになる。

①

②

③

④

⑤

 

壷・聾

口縁部の形態、から分類す

(第8図11)。口縁部の折り返しが簡略化する。

(第22図266~268 ，第24図62) 。口縁部外面に稜もしくはゆるやかな段を形

ハ可
U

ハ
h
u

図示できたのは39点である。いずれも全体形が復元できないため、

ると以下のようになる。

複合口縁のもの

有段口縁のもの

① 

② 



b.胎土

成する。また、口縁部が外反して聞き、体部と頚部の境にキザミのある隆帯が巡る。

③ 単純口縁のもの O

日口縁部がわずかに内湾しながら外上方にのびるもの(第12図28，第15図19，第21図249)0

b 口縁部が内湾しながら外傾するもの(第24図57~60) 。

c 口縁部が直線的にのびるもの(第12図29 ，第13図2 ， 3 ，第21図252~259) 。

d口縁部が外反するもの(第22図262，263)。

E 口縁部が外反し、口唇部に平坦面をもつもの(第22図264，265)。

f U縁部が外反し、口唇部に丸みをもつもの(第21図260，261)。

目白土については、その特徴から以下の 3つに分類できる。

①砂粒を多く含む硬質の胎土で、色調は明るい黄程色でやや薄手に作られているものが多い。

② 砂粒を比較的多く含む硬質の胎士で、色調は暗く、やや薄手に作られている。

③砂粒が少なく軟質の胎土で、色調は明るく、やや厚手に作られている。

C.顔料等

赤色顔料が多数の破片に付着しており、朱と考えられる。

① 高杯・小形丸底鉢・査などの口縁部破片の多くに、朱が外内面に付着している(第12図27，

第13図1，2，第21図245，246，249，250)。

② 口縁部以外の体部破片にも、朱が外面に付着しているものがある(第13図3，第22図267，

271，第24図62)。

d.炭化物

炭化物の付着が見られるものもあるが、その多くは外面にスス状のわずかな炭化物が観察で

きる程度である。

e. W群土器の編年的位置
本遺跡出土W群土器は、器台・高部・小形丸底鉢・査・歪という器種構成とその器形的特徴

から東北地方南部の土師器編年における塩釜式期に概ね相当すると考えられる(ただし、第15

図19については南小泉式期の査である可能性がある)。

東北地方における古墳時代前期の土師器は、氏家和典(1957)により「塩釜式」が設定され

て以来、その後の調査成果をもとに丹羽茂 (1985) が3段階4時期に、次山淳 (1992)が高杯・

小形丸底鉢・蓋の変遷を軸に 6段階に区分している。

さらに辻秀人 (1994・1995) は、東北南部における古墳出現に関わる畿内庄内式新段階に対

応する時期から古墳時代前期を対象とした編年案を提示し、 I期を畿内庄内式新段階、北陸漆

編年 5・6群、東海廻聞編年E式に並行、 II.III期を従来の塩釜式相当とし、さらに器種・器

形の消長・変化などから、 I、立期をそれぞ、れ2段階、皿期を 4段階に細分している。以下で

は、この辻編年を参考とし、本遺跡で出土点数の比較的多い査と小形丸底鉢(小形丸底衰の系
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譜に連なるものと鉢形のものを小形丸底鉢と呼称する)などの特徴について、他遺跡出土の塩

釜式土器との比較検討を行う。

① 査で頚部にキザミを施した隆帯(第15図20，第24図61，62)や、口縁部に棒状浮丈(高橋・

武田1982) ・円形浮丈(伊東1974，国生1978，7J<.沢市教委1978)が見られるものがある。類例

としては、いわき市龍門寺遺跡第 3号住居跡(いわきm教委1985)、会津坂下町男壇遺跡第
1・3号周溝(会津坂下町教委1990)、仙台市戸ノ内遺跡方形周溝墓(仙台市教委1984)、仙

台市野田I1J遺跡第四号住居跡(宮城県教委1992)出土土器等があり、辻編年 1. II期の特徴

と考えられる。

② 複合口縁・有段口縁の壷において内面の屈曲が失われるものが多く見られる(第7図10，第

8図11，第22図267，268)。類例としては、仙台市今熊野遺跡第 1号方形周溝墓(宮城県教委19

85)、志波姫町鶴ノ丸遺跡第 5・6号住居跡(宮城県教委1980)、郡山市111中日照田遺跡第22・

26号住居跡出土土器等があり、辻編年E期の特徴と考えられる。

③ 小形丸底鉢で前段階の調整がくびれ部に残るものが多い(第12図30 ， 31 ，第21図240~242 ，

246，247)。類例としては、志波姫町鶴ノ丸遺跡第 5・6号住居跡、郡山市山中日照田遺跡第

l号住居跡出土土器等があり、辻編年目期の特徴と考えられる。

④ 口縁部が直線的に大きく外上方にのびる埼が見られる(第13図1，第21図250，第24図56)。

類例としては、いわき市龍門寺遺跡第 6・7号住居跡(いわき市教委1985)、仙台市野田山

遺跡第 2号住居跡(宮城県教委1992)出土土器等があり、辻編年E期の特徴と考えられる。

① 器台の脚部で透孔の消失したものが見られる(第21図239)。類例としては、郡山市山中日

照田遺跡第 1号住居跡出土土器があり、辻編年E期の特徴と考えられる。

以上のうち、①のキザミを施した隆帯や棒状浮丈・円形浮文については破片が少なく、また

辻編年国期にまで残存する要素でもあることから、これらは古い要素が残ったものと考えられ、

本遺跡出土W群土器は、塩釜式期新段階(辻編年皿期)に位置づけられる。

(4 )永福寺山遺跡rr.rn.IV群土器の編年的関係

永福寺山遺跡においては、それぞれ異系統である II~N群土器が土墳墓、 トレンチより出土

しており、その並行関係が問題となる。土墳墓から出土した破片数の比率からすると(第 l表)、

E群土器(後北C2-D式期中段階)とN群土器(塩釜式期新段階)が共伴もしくは並行関係にあ

ると考えられ、またE群土器(赤穴式期古段階)は、IlI.N群土器とは散布範囲がやや異なっ

ていたという状況もあり、それらとは並行関係にはないと考えられる。以下では、永福寺山遺

跡以外での弥生終末土器、続縄文土器、古式土師器の編年関係を示す遺跡の事例を検討する。

札幌市 K 1 3 5遺跡4丁目地点(上野1992) : VII C層において、後北C2-D式期古段階であ

るVII1群土器と弥生終末土器である旧群土器が分布を重複して出土。 III群土器は退化した交互

刺突文の存在から赤穴式期古段階に並行すると考えられる。

札幌市 北大構内ポプラ並木東地区遺跡(北j毎道大学1987) ブロック 3において、南小泉

式期の杯の破片と北大I式期の土器片が出土。

青森県天間林村 森ヶ沢遺跡(国立歴史民俗博物館1994) : 15号墓(土墳墓)内において、
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南小泉式期の邦と北大I式期の片口土器が共伴して出土。

岩手県盛岡市 台太郎遺跡(第30図) :奈良・平安時代の遺構埋土中から、赤穴式期新段階

土器片と後北C2-D式期中段階の土器片が出土。

秋田県能代市寒川III遺跡(秋田県教育委員会1988):第 2号土壌墓の埋土上層から後北C2
D式期中段階の土器片が、袋状ピット内から赤穴式期新段階に並行すると考えられる査形土器

が出土。

秋田県西目町 宮崎遺跡(西日町教育委員会1987) : SI02竪穴住居跡の埋土中から南小泉式

期の土師器片と北大I式期の土器片が集中して出土。

宮城県築館町伊治城跡(築館町教育委員会1992) : SD260・261溝の堆積土第 1層下面~第

2層上面より塩釜式期新段階(辻編年III-1・2期)の土師器と北大I式期の土器が出土。

宮城県多賀城市 山王遺跡(多賀城市教育委員会1981) 3号遺構(土墳墓)の埋土4層以

下から南小泉式期の土師器多数と後北C2-D式期新段階の土器片が出土O

福島県浪江町 本屋敷古墳群(法政大学1985) 第2号住居跡の床面から畿内庄内式新段階

並行段階(辻編年1-1期)の土師器と赤穴式期新段階に並行すると考えられる査形土器が出土。

新潟県巷町 南赤坂遺跡(縄文丈化検討会1994) テラス遺構とその周辺から漆町8群(辻

編年国 1期)の土師器と後北C2-D式期新段階相当の土器片が出土。

以上を概観すると以下のような並行関係が想定できるが、伊治城跡、山王遺跡、南赤坂遺跡

の事例については整合しておらず、事例の増加を待って再検討が必要と考えられる。

続縄文 弥生 土師器

後北C2-D式期古段階 i赤穴式期古段階

後北C2-D式期中段階;
赤穴式期新段階 塩釜式期古段階(辻編年 1. II期)

塩釜式期新段階(辻編年目期)
後北C2-D式期新段階 i

北大I式期 南小泉式期
一一一一

3.アメリ力式石鍛

永福寺山遺跡からは 5点のアメリカ式石織が採集されており、弥生終末土器である E群土器

に伴うものと考えられる。アメリカ式石銑については、石原正敏 (1996)ゃ坂本和也 (1995)

により出土遺跡の集成や研究がまとめられ、北は北海道江別市から西は福岡県久留米市まで全

国で 200遺跡以上から出土していることがわかっている。岩手県内では永福寺山遺跡を含め23

遺跡の出土例があるが、 I、2点の出土が多く、採集品ではあるが5点という出土数は水沢市

常磐広岡I遺跡の8点に次ぐものである。以下ではこれらの研究成果を基に、現存する 4点のア
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メリカ式石鎌(第25図1~4) について検討を行う。

坂本 (1995)は、アメリカ式石鹸の刃部、基部それぞれについて、

刃部I類:刃部が直線的で三角形を形づくるもの。

E類:刃部が膨らみを持つもの O 先端付近に肩部を有し五角形を形づくるものも含む。

基部a種:基部が直線的で、刃部幅と同幅かそれより外に突出するもの O

b種:基部が凹形で、刃部幅と同幅かそれより外に突出するもの O

c種:基部が直線叉は凹形で、刃部幅より小さいもの O

と形態分類を行い、これらの組み合わせから計6タイプに分類している。これに従うと、第25

図2・3がI類a種、 1・4がI類b種にあたると考えられ、類例の少ない I類b種が半数を

占め、特に 1は基部の凹みが大きいため一部が欠損しているほどで、形態的に珍しいものと言

える。

形態

現存するアメリカ式石鍛の全長は21. 8~34.2mm、重量は1. 1~ 1. 9g である。石原 (1996) は、 長ざ・重量

アメリカ式石銑の長さと重量の相闘をグラフ化しており、それと比較すると、第25図1・2は

大型、 3・4は中型の範囲喜に入るようである。

また石材について観察すると、色調の違いはあるものの 4点全てが頁岩製であり、東北中部・石材

北部においては頁岩主体という傾向の中にあると言える。

4.勾玉・管玉

永福寺山遺跡では、発掘調査でトレンチから勾玉が1点(第26図3)出土し、管玉2点(第26

図4，5)が表面採集されている。

このうち勾玉は、形態がC字形で片面穿孔、材質がメノウという特徴を持つことから、 4世勾玉

紀末の年代が考えられる(藤沢敦氏の御教示)。勾玉の形態は、 C字形からコ字形へという変

遷の流れがあり、岩手県において終末期古墳等から出土している 7~8 世紀の勾玉はコ字形ま

たはそれに近い形のものが多く、 C字形の勾玉は古い形態のものといえる。管玉の石材は碧玉 管玉

であり、勾玉と近い年代が考えられ、ともにN群土器(塩釜式期新段階)に伴うものと考えら

れる。これらは古墳文化の浸透していた東北南部からの搬入品と考えられる。

5.鉄製品

永福寺山遺跡では万子1点(水沢市教委1978、国生1978)、鎌2点(第26図1，2)の計3点

の鉄製品が出土しており、いずれも土壌墓およびそれに近接するピットから出土していること

から、土壌墓構築時期(塩釜式期新段階)の鉄製品と考えられるが、万子は所在不明であるた

め詳細は不明である。鎌はともに直刃であるが、第26図1はー側面の上縁が刀の切先状に尖っ 鉄鎌

ており、また第26図2は両側縁に折り返しがある。

岩手県では、東北縦貫自動車道建設に伴う発掘調査における資料の蓄積を背景に高橋義介
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(1984)が奈良・平安時代における鉄製品の集成・分類を行っており、また近年では池田明朗・

高橋千晶・佐々木千鶴子 (1994) により県内の農具の集成が行われている。しかし鉄製農具の

出土が多いのは奈良・平安時代であり、弥生時代一古墳時代における鉄製農具の具体的様相は

わかっていなのが現状である。鉄製鎌については、弥生時代中期以降、古墳時代前期にかけ直

刃鎌が使用されると言われており、 5世紀になって新たに曲刃鎌が発達し、先端は鈎状に作ら

れることから、永福寺山遺跡、出土の 2点の直刃鎌は確かに吉い形態を持つ鉄製鎌と言えよう。

県内出土の奈良時代以降の鉄製鎌は曲刃鎌が一般的で、着柄部の折り返しは刃の先端に向かつ

て傾斜する角度が時期が下るに従って大きくなる。また、出土した鉄製鎌はともに子鎌であるが、

特に第26図2は鉄板の両端を折り曲げることによって木柄に固定した「装着式手鎌」と呼ばれ

るタイプにあたると考えられる。
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VII 宇品 ル} め

永福寺山遺跡からは古墳時代初頭の土墳墓7基が検出され、土墳墓埋土およびトレンチから

弥生終末土器、続縄文後期土器、古式土師器、アメリカ式石鎌、勾玉、管玉、鉄鎌、万子が出

土した。

土;蹟墓は、 E陵頂部南縁に北西南東方向へ並列して検出され、北東南西方向に長軸棋を 土績墓

持っている。土壌墓の平面形は楕円形で、長軸端に袋状ピットと小ピットを対に、または両端

に小ピットを持っている。土壌墓群の周囲に検出されたとされる小ピット群は大半が木根など

自然の撹乱のようであるが、一部埋納施設としてのピットも存在し、鉄鎌が出土している。永

福寺山遺跡検出の土壌慕はこれまで北海道の類例との共通性が指摘されてきたが、北海道から

東北北部の土壌墓形態を検討したところ、北海道では縄文晩期以降、十勝茂寄式期まで円形土

墳墓が主流である中で、後北C2-D式期に楕円形土墳墓が主体もしくは円形土墳墓と共存するこ

と、東北北部では該期の円fl~土;蹟墓が確認されていないことから、楕円形土墳墓は東北北部独

自の墓制である可能性がある。

土器については、弥生土器である E群土器が赤穴式期古段階、続縄文土器である皿群土器が 土器

後北C2-D式期中段階、土師器であるIV群土器が塩釜式期新段階(辻編年E期)に相当すると考

えられる。土墳幕内出土の土器はE群土器とIV群土器がほとんどであり、これらが共伴もしく

は並行関係にあると考えられる。また、他遺跡の事例から弥生終末土器、続縄文土器、古式土

師器の編年関係を以 Fのように想定した。

続縄文 弥生 土師器

後北C2-D式期吉段階 i赤穴式期古段階

赤穴式期新段階 塩釜式期吉段階(辻編年 1.立期)
後北C2-D式期中段階:

塩釜式期新段階(辻編年目期)

後北C2-D式期新段階 i

北大I式期 南小泉式期

上記の時期変遺について続縄文土器を中心に概観してみると、後北C2-D式期古段階では、札

幌市K1 3 5遺跡のように北海道に赤穴式期古段階の弥生終末土器が北上しているのに対し、

東北北部には該期の続縄文土器はほとんど見られない。後北C2-D式期中段階になると、秋田県

能代市寒JIIII遺跡などのように東北北部全域に続縄文土器が南下しており、同時に永福寺山遺
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跡のように古式土師器も東北南部から北上している。また北海道では東北北部からの影響で、

それまで円形土墳墓が主体であったものが楕円形士墳墓も作られるようになる。後北C2-D式期

新段階では新潟県巻町南赤坂遺跡のように北陸地方にまで続縄文土器が南下している。北大I

式期になると、北大構内ポプラ並木東地区遺跡のように北海道にまで南小泉式土師器が北上し、

一方宮城県など東北南部に北大式土器や黒曜石製石器が南下している。

このように東北北部における弥生時代終末から古墳時代初頭の変化は複雑な状況を呈してお

り、その変化のあり方も遺跡によって異なっている。永福寺山遺跡においては、赤穴式期古段

階の弥生土器のみを所有する集団の生活域から、後北C2-D式期中段階の続縄文土器と塩釜式期

新段階の土師器を所有する集団の生活域に変化し、鉄鎌・万子を副葬して楕円形土墳墓を構築

している。一方、寒JI日遺跡においては、赤穴式期新段階の弥生土器と後北C2-D式期中段階の

続縄文土器を所有する集団が、それぞれの土器と鉄斧を副葬して、永福寺山遺跡に類似した楕

円形土壌墓を構築している。

東北北部では、弥生時代中期には青森県田舎館村垂柳遺跡、検出の整然とした水田跡が示すよ

うに、稲作農耕が発達し、土器などの地域性は強いものの、東北南部と同様に安定した農耕社

会が成立していたと考えられる。その後の弥生時代後期~終末期には「天王山式系土器」と呼

ばれる斉一的な弥生土器が東北全域に広がる一方、東北北部では遺跡数が減少し、丘陵地に立

地が片寄る傾向がある。弥生時代後期の生業については、「沖積地での水稲農耕がこの時期に

一層発達するとともに、耕地が山間部、正陵地にもいとなまれ、農耕の内容も多様に発達した

ことを示唆しているJ (須藤1990) との考えが示されている。しかし、 3世紀半ばから 8世紀

前半にかけては「古墳寒冷期」と呼ばれる低温・多雨の時代であった(坂口1984) ことを考え

ると、東北北部では気候悪化のため高乾地での畑作を中心とした雑穀栽培など粗放な農耕に頼

って細々と集落が営まれていたのではないだろうか。北海道では、札幌市K1 3 5遺跡におい

て花粉分析などから後北C2-D式段階でオオムギやソパ属の栽培を行っていたことが明らかとな

っており、終末期弥生文化の影響で生業の変化が起きていることが指摘されている(上野1992)。

弥生終末土器の北上が先行していることからも、続縄文土器が東北北部に南下する以前の段階

から東北北部の人々と積極的な交流を行い、生業の転換を図ったと考えられる。

弥生時代終末から古墳時代初頭において、北海道石狩低地帯から東北北部にかけて共通の文

化圏が形成されていたことは確かであろう。それは東北北部の終末期弥生文化の影響を受け、

悪化した気候変化にも適応した後北文化が東北北部へ南下したためと考えられる。しかしその

中においても北上川上流域の永福寺山遺跡においては確実に古墳丈化を持つ人々が存在してお

り、東北南部との交流もあったことは確かである。該期の実態については今後の類例の増加を

待ってさらに検討されるべきである。
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写真1 永福寺山遺跡土瞳墓(1)

写真2 永福寺山遺跡土墳墓但)



写真3 永福寺山遺跡出土続縄文土器(1)

写真4 永福寺山遺跡出土続縄文土器(2)



写真5 永福寺山遺跡出土鉄鎌

写真6 永福寺山遺跡出土鉄鎌 (X線)



写真7 銭神沢遺跡採集土器

写真8 一本松遺跡採集土器
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